
編
集

と
発

行
 ／

沖
縄

市
役

所
総

務
部

 秘
書

広
報

課
沖

縄
市

仲
宗

根
町

26番
1号

　
☎（

０
９

８
）９

３
９

‒１
２

１
２（

代
）

印
刷

 ／
丸

正
印

刷
株

式
会

社
　

☎（
098）835-8181（

代
）

OKINAWA CITY NEWS・広報おきなわOKINAWA CITY NEWS・広報おきなわ

広
報
広
報

ホームページ　http://www.city.okinawa.okinawa.jp/ホームページ　http://www.city.okinawa.okinawa.jp/

1010
NO.496NO.496

今月の市民　人口140,090人　男67,840人　女72,250人　世帯数58,293世帯　（平成27年9月1日・現在）

N
O

.496
O

CTO
BER 2015

2 0152 015
OCTOBEROCTOBER

若者達の情熱がほとばしる!!
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沖縄市電話催告センター開設沖縄市電話催告センター開設
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沖縄市民平和の日記念行事沖縄市民平和の日記念行事
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　60回目の節目となる沖縄全島エイサーまつり。昭和
31（1956）年の全島エイサーコンクールが起源となる。
時代が流れても、今も変わらぬ若人の情熱あふれる勇
壮なエイサーは、これからも受け継がれていく。



　
第
60
回
沖
縄
全
島
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り（
同
実
行
委
員
会
主

催
）が
９
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
。

初
日
は
胡
屋
十
字
路
周
辺
で
道
じ
ゅ
ね
ー
が
行
わ
れ
、中
日

の
第
37
回
沖
縄
市
青
年
ま
つ
り
と
最
終
日
は
沖
縄
市
コ
ザ
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
。最
終
日
は
途
中
で
大

雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
と
な
っ
た
が
、各
団
体
の
熱
気

あ
ふ
れ
る
エ
イ
サ
ー
演
舞
に
、会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
来
場

者
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。ま
つ
り
の
最
後
は
、出
演
団

体
と
観
客
が
一
緒
に
な
っ
て
踊
り
、締
め
く
く
り
に
は
レ
ー

ザ
ー
シ
ョ
ー
と
打
ち
揚
げ
花
火
が
行
わ
れ
た
。

▲最終日、大トリを務めた園田青年会

▲山内小学校のエイサーは元気いっぱい ▲うるま市石川エンサー保存会は大正時代からの型を受け継ぐ ▲笑顔で踊る東京都中野区新風エイサー

▲ゲート通りを練り歩いた初日の道じゅねー ▲腰を落とし、大太鼓・パーランクーを打つ
　糸満市大里青年会

▲中日のトリは越来青年会 ▲嘉手納町千原エイサー保存会の
　気迫あふれる演舞

▲伝統エイサーが人気。うるま市平敷屋青年会（西）
▲青年会の中にはかわいい踊り手達も

▲切れ目ない踊りで会場を沸かせた胡屋青年会 ▲勇壮な演舞で盛り上げる東青年会

▲比屋根は子供会と青年会が共演 ▲安慶田青年会の力強いバチさばき ▲ダイナミックに踊る南桃原青年会 ▲隊列を変えながら太鼓を打ち鳴らす南風原町新川青年会

▲気合みなぎる知花青年会▲力強くも軽快に踊る久保田青年会 ▲しなやかに舞う諸見里青年会の女踊り ▲勢いよくバチを振るう池原青年会 ▲エイサーの衣装であいさつした桑江市長

▲総勢250人の創作エイサーは圧巻（琉球國祭り太鼓） ▲60回目の開催を記念し、幕開けの沖縄市伝統芸能紹介で披露されたンマハラシーと泡瀬の京太郎▲

▼再結成５周年。ますます勢いに乗る中の町青年会
▼宜野湾市嘉数区青年会の
　勇ましい手踊り▼山里青年会の力強い男エイサー

▼変化に富んだ演舞で楽しませる
　名桜エイサー

▼室川青年会の迫力ある唐船ドーイ▼会場を盛り上げる
　チョンダラー

▼カチャーシーで盛り上がる会場▼夜空を彩る打ち揚げ花火

響き渡る太鼓、三線、囃子　 沖縄の夏の風物詩

勇壮華麗なエイサー演舞  ３日間で32万人が来場
各団体が自慢のエイサーを披露　第60回沖縄全島エイサーまつり
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平成27年10月から

社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）とは

　社会保障・税番号制度(マイナンバー制度)は、国民一人ひとりが持つ12桁の個人番号（マイナンバー）を

用いて、複数の機関に存在する個人の情報を同一人の情報であるということの確認をするために導入さ

れる制度です。

　平成28年1月から社会保障・税・災害対策の行政手続きで使用が始まります。

今後予定されている各行政手続きにおける個人番号（マイナンバー）の利用場面

　児童手当の現況届（市役所）、年金の資格取得や確認・給付（年金事務所）、医療保険の給付請求（健康保険

組合）、所得税等の確定申告（税務署）、源泉徴収票等に記載（勤務先）など

　※個人番号（マイナンバー）は、法律に定められた事務に限り利用されます。

通知カード、個人番号カードについて

　平成27年10月に、皆さまへ個人番号（マイナンバー）をお知らせするための通知カードを郵送します。ま

た、平成28年1月以降には、本人確認などに利用できる個人番号カードを申請により交付します。交付申請

書は、通知カードに同封し郵送します。

　※個人番号（マイナンバー）の通知は、住民票の住所に送られます。

　　住民票の住所と異なるところにお住まいの方は、お住まいの市町村に住民票を移してください。

　※外国籍でも住民票がある方は対象となります。

今後のスケジュールについて

　平成27年10月　通知カードを簡易書留で世帯主宛に郵送（個人番号の通知）

　平成28年１月　社会保障・税の手続きにおいて、個人番号（マイナンバー）の利用を開始

　　　　　　　　申請された方へ個人番号カードの交付を開始

　平成29年１月　国の機関同士による情報連携を開始

　平成29年７月　地方公共団体等も含めた情報連携を開始

法人番号について

　法人番号は、平成27年10月に株式会社などの法人等に指定される13桁の番号が通知され、個人番号(マ

イナンバー）と異なり、原則として公表となり、どなたでも自由に利用できます。

　対象は、①株式会社などの設立登記法人、②国の機関③地方公共団体、④その他の法人又は人格のない

社団等であって、法人税・消費税の申告納税義務又は給与等に係る所得税の源泉徴収義務を有することと

なる団体に指定されます。

社会保障・税番号制度に関するコールセンターのご案内

【日本語窓口】　0570-20-0178　＜全国共通ナビダイヤル＞

【外国語窓口】　0570-20-0291　＜全国共通ナビダイヤル＞

　　　　　　　　※英語、中国語、韓国語、スペイン語、ポルトガル語対応。

【 営 業 時 間 】　平日9時30分～17時30分（土日祝日・年末年始を除く）

　　　　　　　※ナビダイヤルは通話料がかかります。

お問い合せ　■制度について……企画部 政策企画課 行政改革担当（内2381）

　　　　　　  　 ■通知カード・個人番号カードについて……市民部　市民課記録係（内3116）

愛称：マイナちゃん

マイナンバー（個人番号）が
一人ひとりに通知されます。

▶
自
身
の
体
験
を
交
え
講
演
す
る
秦
理
事
長

▶
15
団
体
の
代
表
者
ら
が
集
っ
た
連
絡
会
議
の
様
子

　
毎
年
９
月
は
障
が
い
者
雇
用
支
援
月
間
と
な
っ
て

お
り
、市
は
９
月
１
日
に
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
で「
雇

用
側
・
支
援
者
・
保
護
者
の
た
め
の
雇
用
促
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
〜
す
べ
て
の
人
が
生
き
が
い
を
感
じ
る
社
会
を

目
指
し
て
〜
」を
開
催
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
１
部
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

障
が
い
者

就
業
・
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
の
秦
政
理
事
長
が
、少
子

高
齢
化
が
進
む
社
会
を
背
景
と
し
た
国
の
障
が
い
者

雇
用
促
進
の
取
り
組
み
を
説
明
し
、企
業
と
保
護
者
に

は
障
が
い
者
に
対
す
る
先
入
観
を
拭
い
去
り
、就
職
に

対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
を
求
め
た
。２
部
で
は
県
内
の

５
つ
の
企
業
が
、障
が
い
者
雇
用
の
事
例
や
取
り
組

み
、職
場
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

サーキット建設に向けて
モータースポーツ関係団体連絡会議

市民と協働で未来を創る
沖縄市まちづくり市民会議

　
市
が
進
め
て
い
る
サ
ー
キ
ッ
ト
の
整

備
に
向
け
、第
１
回
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
関
係
団
体
連
絡
会
議
が
、市
役
所
で

９
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　
同
会
議
に
は
、各
種
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
15
団
体
が
参
加
し
、市
の
取

り
組
み
状
況
が
説
明
さ
れ
た
他
、意
見

交
換
も
行
わ
れ
、団
体
か
ら
は「
多
く
の

競
技
で
使
用
で
き
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

の
早
期
整
備
」や「
冬
季
シ
ー
ズ
ン
の
活

用
」な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、市
で
は
11
月
３
日
に
コ
ザ
運

動
公
園
で
、モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
周

知
す
る
催
し
を
予
定
し
て
お
り
、参
加

団
体
か
ら
は
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト
案
が

提
案
さ
れ
た
。

電
話
に
よ
る
市
税
の
納
付
勧
奨
が
始
ま
る

電
話
に
よ
る
市
税
の
納
付
勧
奨
が
始
ま
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
が
発
信

障
が
い
者
の
雇
用
拡
大
を

▶
開
所
式
で
看
板
を
掲
揚
す
る
職
員
と
関
係
者
達

　
市
納
税
課
が
市
税
の
未
納
者
に
、電
話
に
よ
る
勧

奨
連
絡
を
す
る
沖
縄
市
電
話
催
告
セ
ン
タ
ー
を
市
役

所
２
階
に
設
置
し
、９
月
３
日
に
開
所
式
を
行
っ
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、固
定
資
産
税
や
市
県
民
税
、軽
自

動
車
税
の
新
規
滞
納
者
や
少
額
の
累
積
滞
納
者
に
対

し
、電
話
に
よ
る
納
付
の
勧
奨
連
絡
を
行
う
こ
と
で
、

長
期
滞
納
を
抑
制
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
設
さ
れ
、

10
月
１
日
の
午
前
９
時
か
ら
業
務
を
開
始
す
る
。市

納
税
課
で
は
、同
セ
ン
タ
ー
の
業
務
と
し
て「
訪
問
に

よ
る
集
金
」「
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
た
振
込
」な
ど
は
行

な
わ
な
い
こ
と
か
ら
、不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ

た
場
合
、市
納
税
課（
９
３
９

－

１
２
１
０
）か
警
察

ま
で
連
絡
す
る
よ
う
案
内
し
て
い
る
。

　
市
は
、第
４
次
沖
縄
市
総
合
計
画
の
後

期
基
本
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、広
く
市

民
や
関
係
団
体
と
意
見
交
換
を
行
お
う
と

第
１
回
沖
縄
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

を
、８
月
20
日
に
市
福
祉
文
化
プ
ラ
ザ
で

開
催
し
、公
募
市
民
や
団
体
関
係
者
、市
職

員
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　
本
市
で
は
、平
成
21
年
度
に
第
４
次
総

合
計
画
の
基
本
構
想･

前
期
基
本
計
画
を

策
定
し
て
お
り
、同
計
画
が
今
年
度
で
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、同
会
議
に
よ
り
次
期

計
画
と
な
る
後
期
基
本
計
画
に
多
く
の
市

民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
開
催
し
て

い
る
。今
後
は
、テ
ー
マ
別
に
４
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、６
回
程
度
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。

▶
意
見
交
換
を
行
う
参
加
者

は
た 

ま
こ
と
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組合）、所得税等の確定申告（税務署）、源泉徴収票等に記載（勤務先）など

　※個人番号（マイナンバー）は、法律に定められた事務に限り利用されます。

通知カード、個人番号カードについて

　平成27年10月に、皆さまへ個人番号（マイナンバー）をお知らせするための通知カードを郵送します。ま

た、平成28年1月以降には、本人確認などに利用できる個人番号カードを申請により交付します。交付申請

書は、通知カードに同封し郵送します。

　※個人番号（マイナンバー）の通知は、住民票の住所に送られます。

　　住民票の住所と異なるところにお住まいの方は、お住まいの市町村に住民票を移してください。

　※外国籍でも住民票がある方は対象となります。

今後のスケジュールについて

　平成27年10月　通知カードを簡易書留で世帯主宛に郵送（個人番号の通知）

　平成28年１月　社会保障・税の手続きにおいて、個人番号（マイナンバー）の利用を開始

　　　　　　　　申請された方へ個人番号カードの交付を開始

　平成29年１月　国の機関同士による情報連携を開始

　平成29年７月　地方公共団体等も含めた情報連携を開始

法人番号について

　法人番号は、平成27年10月に株式会社などの法人等に指定される13桁の番号が通知され、個人番号(マ

イナンバー）と異なり、原則として公表となり、どなたでも自由に利用できます。

　対象は、①株式会社などの設立登記法人、②国の機関③地方公共団体、④その他の法人又は人格のない

社団等であって、法人税・消費税の申告納税義務又は給与等に係る所得税の源泉徴収義務を有することと

なる団体に指定されます。

社会保障・税番号制度に関するコールセンターのご案内

【日本語窓口】　0570-20-0178　＜全国共通ナビダイヤル＞

【外国語窓口】　0570-20-0291　＜全国共通ナビダイヤル＞

　　　　　　　　※英語、中国語、韓国語、スペイン語、ポルトガル語対応。

【 営 業 時 間 】　平日9時30分～17時30分（土日祝日・年末年始を除く）

　　　　　　　※ナビダイヤルは通話料がかかります。

お問い合せ　■制度について……企画部 政策企画課 行政改革担当（内2381）

　　　　　　  　 ■通知カード・個人番号カードについて……市民部　市民課記録係（内3116）

愛称：マイナちゃん

マイナンバー（個人番号）が
一人ひとりに通知されます。

▶
自
身
の
体
験
を
交
え
講
演
す
る
秦
理
事
長

▶
15
団
体
の
代
表
者
ら
が
集
っ
た
連
絡
会
議
の
様
子

　
毎
年
９
月
は
障
が
い
者
雇
用
支
援
月
間
と
な
っ
て

お
り
、市
は
９
月
１
日
に
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
で「
雇

用
側
・
支
援
者
・
保
護
者
の
た
め
の
雇
用
促
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
〜
す
べ
て
の
人
が
生
き
が
い
を
感
じ
る
社
会
を

目
指
し
て
〜
」を
開
催
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
１
部
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

障
が
い
者

就
業
・
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
の
秦
政
理
事
長
が
、少
子

高
齢
化
が
進
む
社
会
を
背
景
と
し
た
国
の
障
が
い
者

雇
用
促
進
の
取
り
組
み
を
説
明
し
、企
業
と
保
護
者
に

は
障
が
い
者
に
対
す
る
先
入
観
を
拭
い
去
り
、就
職
に

対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
を
求
め
た
。２
部
で
は
県
内
の

５
つ
の
企
業
が
、障
が
い
者
雇
用
の
事
例
や
取
り
組

み
、職
場
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

サーキット建設に向けて
モータースポーツ関係団体連絡会議

市民と協働で未来を創る
沖縄市まちづくり市民会議

　
市
が
進
め
て
い
る
サ
ー
キ
ッ
ト
の
整

備
に
向
け
、第
１
回
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
関
係
団
体
連
絡
会
議
が
、市
役
所
で

９
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　
同
会
議
に
は
、各
種
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
15
団
体
が
参
加
し
、市
の
取

り
組
み
状
況
が
説
明
さ
れ
た
他
、意
見

交
換
も
行
わ
れ
、団
体
か
ら
は「
多
く
の

競
技
で
使
用
で
き
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

の
早
期
整
備
」や「
冬
季
シ
ー
ズ
ン
の
活

用
」な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、市
で
は
11
月
３
日
に
コ
ザ
運

動
公
園
で
、モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
周

知
す
る
催
し
を
予
定
し
て
お
り
、参
加

団
体
か
ら
は
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト
案
が

提
案
さ
れ
た
。

電
話
に
よ
る
市
税
の
納
付
勧
奨
が
始
ま
る

電
話
に
よ
る
市
税
の
納
付
勧
奨
が
始
ま
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
が
発
信

障
が
い
者
の
雇
用
拡
大
を

▶
開
所
式
で
看
板
を
掲
揚
す
る
職
員
と
関
係
者
達

　
市
納
税
課
が
市
税
の
未
納
者
に
、電
話
に
よ
る
勧

奨
連
絡
を
す
る
沖
縄
市
電
話
催
告
セ
ン
タ
ー
を
市
役

所
２
階
に
設
置
し
、９
月
３
日
に
開
所
式
を
行
っ
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、固
定
資
産
税
や
市
県
民
税
、軽
自

動
車
税
の
新
規
滞
納
者
や
少
額
の
累
積
滞
納
者
に
対

し
、電
話
に
よ
る
納
付
の
勧
奨
連
絡
を
行
う
こ
と
で
、

長
期
滞
納
を
抑
制
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
設
さ
れ
、

10
月
１
日
の
午
前
９
時
か
ら
業
務
を
開
始
す
る
。市

納
税
課
で
は
、同
セ
ン
タ
ー
の
業
務
と
し
て「
訪
問
に

よ
る
集
金
」「
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
た
振
込
」な
ど
は
行

な
わ
な
い
こ
と
か
ら
、不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ

た
場
合
、市
納
税
課（
９
３
９

－

１
２
１
０
）か
警
察

ま
で
連
絡
す
る
よ
う
案
内
し
て
い
る
。

　
市
は
、第
４
次
沖
縄
市
総
合
計
画
の
後

期
基
本
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、広
く
市

民
や
関
係
団
体
と
意
見
交
換
を
行
お
う
と

第
１
回
沖
縄
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

を
、８
月
20
日
に
市
福
祉
文
化
プ
ラ
ザ
で

開
催
し
、公
募
市
民
や
団
体
関
係
者
、市
職

員
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　
本
市
で
は
、平
成
21
年
度
に
第
４
次
総

合
計
画
の
基
本
構
想･

前
期
基
本
計
画
を

策
定
し
て
お
り
、同
計
画
が
今
年
度
で
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、同
会
議
に
よ
り
次
期

計
画
と
な
る
後
期
基
本
計
画
に
多
く
の
市

民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
開
催
し
て

い
る
。今
後
は
、テ
ー
マ
別
に
４
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、６
回
程
度
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。

▶
意
見
交
換
を
行
う
参
加
者

は
た 

ま
こ
と
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話 題
お
い
し
い
マ
ン
ゴ
ー
を
給
食
に

美東中美術同好会が壁画作成五穀豊穣と地域の繁栄をもたらす

強
固
な
組
織
づ
く
り
を
図
る

中心市街地の活性化を考える

全
島
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
が
切
手
に

３
選
手
が
陸
上
競
技
で
活
躍

エイサーまつりに向け環境美化

　
こ
ど
も
達
に
本
市
が
マ
ン
ゴ
ー
の
拠
点
産
地

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、食
育
を
推
進

し
、地
産
地
消
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、中

部
地
区
青
年
マ
ン
ゴ
ー
農
家｢

ゆ
い
ま
ー
る
会｣

が
約
80
㎏
の
マ
ン
ゴ
ー
を
、９
月
１
日
の
学
校

給
食
へ
無
償
提
供
し
た
。同
日
、ゆ
い
ま
ー
る
会

の
仲
村
盛
宏
さ
ん
と
、Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
の
大
城

海
翔
さ
ん
が
高
原
小
学
校
５
年
３
組
を
訪
ね
、

児
童
と
一
緒
に
給
食
を
味
わ
っ
た
。提
供
さ
れ

た
マ
ン
ゴ
ー
は
、フ
ル
ー
ツ
ミ
ッ
ク
ス
と
し
て

出
さ
れ
、全
員
が
完
食
し
た
。

　
児
童
を
代
表
し
て
、喜
屋
武
楓
真
く
ん
が「
僕

た
ち
は
マ
ン
ゴ
ー
が
大
好
き
で
す
。美
味
し
い

マ
ン
ゴ
ー
を
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
作
っ
て
下

さ
い
。ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」と
、お
礼
を
伝

え
た
。

　「比屋根自治会野外ステージ壁画完成引渡し式」が８月21日に同ス
テージで行われ、美東中の美術同好会が制作した壁画が自治会に引き
渡された。壁画はエイサー、獅子舞、比屋根華太鼓を組み合わせた絵柄
になっており、自治会長の宮里和夫さんは「立派な壁画を描いていた
だき感謝している」と喜んだ。同自治会は、老朽化した野外ステージを
今年の１月に改築しており、その際、想像力の豊かなこども達に壁画
作成を依頼する案が上がった。依頼を受けた美東中の美術同好会は夏
休みを利用し壁画を描きあげた。原画を描いた２年生の佐竹乃愛さん
は「自分の描いた作品が壁画になり嬉しい」と話した。

▲ 一緒に給食を食べるマンゴー生産者と児童たち

▲ 壁画を描いた美東中美術同好会の生徒と比屋根自治会関係者

生
産
者
が
マ
ン
ゴ
ー
を
提
供

比屋根アシビナーのステージに
　毎年旧暦の7月17日に悪霊を祓い、五穀豊穣と地域の繁栄を願う、
胡屋きょうゆう会（仲宗根辰夫会長）と仲宗根共有会（仲宗根正彦会
長）の伝統行事「獅子舞道ジュネー」が、8月30日に胡屋地区と仲宗根
地区で行われた。
　獅子舞道ジュネーは、午後6時から獅子を先頭に、胡屋う神屋を出
発し、大勢の区民を引き連れ、地域住民の無病息災を祈願する厄払い
を行いながら、同地区を練り歩くと、獅子の姿を見ようと通り道には
多くの観客が集まった。また、道ジュネーを終えると、胡屋う神屋で
は、勇壮な獅子舞の演舞が披露された。

▲ さらなる活躍を誓う屋良選手(左)・金城選手(中央)・小森選手(右)

▲ 大勢の区民と共に地区を練り歩く獅子

胡屋・仲宗根共有会獅子舞の道ジュネー

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
や
仲
間

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
、か
り
ゆ
し
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ（
仲
宗
根 

清
朝
会
長
）が
、９
月
15
日
に

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、第
40
回 

か
り
ゆ
し
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会
を
開
催
し
た
。

　
大
会
で
は
、功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、特
別
功

労
６
人
、永
年
勤
続
功
労
４
人
、優
良
老
人
ク
ラ

ブ
３
団
体
、満
90
歳
以
上
の
正
会
員
53
人
が
表
彰

さ
れ
た
。受
賞
者
を
代
表
し
て
特
別
功
労
を
受
賞

し
た
山
内
盛
芳
さ
ん
は｢

表
彰
は
重
み
の
あ
る
も

の
で
、身
に
余
る
思
い
。一
人
の
力
だ
け
で
は
な
く
、

共
に
歩
ん
だ
ク
ラ
ブ
会
員
や
先
輩
方
、ま
た
地
域

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。今
後
も
微
力
な
が
ら
地
域

活
動
に
協
力
し
て
い
き
た
い｣

と
挨
拶
し
た
。ま

た
、大
会
後
半
に
は
サ
ー
ク
ル
発
表
会
も
行
わ

れ
、日
頃
の
活
動
成
果
が
披
露
さ
れ
た
。

　市中心市街地活性化協議会は、8月21日にミュージックタウン音市
場で中心市街地活性化についてのシンポジウムを開いた。シンポジウ
ムでは全国中心市街地活性化まちづくり連絡会議の日野二郎会長と
コザ商店街連合会の豊田益市副会長が講演を行った他、パネルディス
カッションが行われた。パネルディスカッションでは琉球大学名誉教
授の池田孝之工学博士をコーディネーターに、桑江市長や沖縄総合事
務局商務通商課の玉城秀一課長、沖縄商工会議所の新垣直彦会頭、コ
ザ信用金庫の上間義正理事長、ＮＰＯ初穂の仲原エムリ理事長が中心
市街地活性化の必要性について意見を述べた。

▲ 主催者あいさつをする仲宗根会長

▲ パネルディスカッションでは行政、民間、地域、それぞれの立場から
　 考えが示された

第
40
回 

か
り
ゆ
し
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会

有識者を招きシンポジウム

　
日
本
郵
便
株
式
会
社
沖
縄
支
社（
香
川
義

隆
支
社
長
）は
、９
月
10
日
か
ら
沖
縄
全
島
エ

イ
サ
ー
ま
つ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手

の
販
売
を
開
始
し
た
。

　
切
手
は
ま
つ
り
の
開
催
が
60
回
目
を
迎
え
た

記
念
に
郵
便
局
か
ら
市
に
提
案
が
あ
り
作
成

さ
れ
た
も
の
で
、９
月
11
日
に
沖
縄
か
り
ゆ
し

郵
便
局
の
伊
佐
敬
局
長
を
は
じ
め
、市
内
の
郵

便
局
長
が
沖
縄
市
役
所
を
訪
ね
、市
と
市
観
光

物
産
振
興
協
会
に
切
手
を
贈
呈
し
た
。切
手

は
、82
円
切
手
の
10
枚
組
と
な
っ
て
お
り
、こ
れ

ま
で
の
ま
つ
り
の
ポ
ス
タ
ー
や
写
真
、エ
イ

サ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
絵
柄
に
し
て
い

る
。販
売
数
は
１
，０
３
０
シ
ー
ト
で
、市
内
の

全
郵
便
局
を
含
め
、県
内
26
局
で
販
売
さ
れ
て

い
る
。

　市民憲章推進協議会は8月20日、沖縄全島エイサーまつりに向け、
市民の手による清潔な街づくりの気運を高めようと、「平成27年度 メ
イン通り一斉清掃」を実施した。清掃には市内の各団体から約230人
が参加し、市内の主な通りのごみを分別しながら拾い集めた。この日
回収されたごみは、可燃ごみ95kg、不燃ごみ16kg、資源ごみ（かん、び
ん、ペットボトル）54kgの合計165kg。

【協賛団体】沖縄商工会議所、かりゆしシニアクラブ、沖縄市婦人連合
会、沖縄青年会議所、コザライオンズクラブ、コザロータリークラブ、
沖縄市こども会育成連絡協議会、沖縄市クリーン指導員連絡協議会

▲ 躍動感あふれるエイサーの記念切手が市と市観光物産振興協会に贈られた

▲ 参加者は歩道や街路樹周辺のごみを分別しながら拾い集めた

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
発
売

　
市
内
在
住
の
３
選
手
が
８
月
に
開
催
さ
れ
た

各
大
会
で
活
躍
し
、９
月
12
日
に
沖
縄
市
立
陸
上

競
技
場
の
会
議
室
で
報
告
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
報
告
を
行
っ
た
３
選
手
は
、第
70
回 

国
民
体

育
大
会
最
終
選
考
会
の
三
段
跳
び
で
15
ｍ
81
㎝

を
記
録
し
、県
新
記
録
を
樹
立
し
た
屋
良
太
章

選
手
、九
州
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
の
走
り
幅

跳
び
で
７
ｍ
49
㎝
を
記
録
し
、準
優
勝
し
た
小
森

翔
選
手
、神
奈
川
県
で
開
催
さ
れ
た
第
31
回 

全

国
小
学
校
陸
上
競
技
交
流
大
会
の
走
り
幅
跳
び

で
５
ｍ
25
㎝
を
記
録
し
、準
優
勝
し
た
泡
瀬
小
学

校
６
年
の
金
城
広
選
手
。多
く
の
陸
上
競
技
関
係

者
が
出
席
し
た
報
告
会
で
３
選
手
ら
は
、こ
れ
か

ら
も
練
習
に
邁
進
し
、今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍

と
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
を
誓
っ
た
。

三
段
跳
び
県
新
記
録
・
九
州
陸
上
と

全
国
大
会
の
走
り
幅
跳
び
で
準
優
勝

市民らがメイン通りを清掃

に ろう

ますいち

も
り 

ひ
ろ

た
か
し

か
い 

と

ふ
う  

ま

た
か
の
り

か
け
る

の　あ

かみ

せ
い
ほ
う

せ
い
ち
ょ
う
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話 題
お
い
し
い
マ
ン
ゴ
ー
を
給
食
に

美東中美術同好会が壁画作成五穀豊穣と地域の繁栄をもたらす

強
固
な
組
織
づ
く
り
を
図
る

中心市街地の活性化を考える

全
島
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
が
切
手
に

３
選
手
が
陸
上
競
技
で
活
躍

エイサーまつりに向け環境美化

　
こ
ど
も
達
に
本
市
が
マ
ン
ゴ
ー
の
拠
点
産
地

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、食
育
を
推
進

し
、地
産
地
消
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、中

部
地
区
青
年
マ
ン
ゴ
ー
農
家｢

ゆ
い
ま
ー
る
会｣

が
約
80
㎏
の
マ
ン
ゴ
ー
を
、９
月
１
日
の
学
校

給
食
へ
無
償
提
供
し
た
。同
日
、ゆ
い
ま
ー
る
会

の
仲
村
盛
宏
さ
ん
と
、Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
の
大
城

海
翔
さ
ん
が
高
原
小
学
校
５
年
３
組
を
訪
ね
、

児
童
と
一
緒
に
給
食
を
味
わ
っ
た
。提
供
さ
れ

た
マ
ン
ゴ
ー
は
、フ
ル
ー
ツ
ミ
ッ
ク
ス
と
し
て

出
さ
れ
、全
員
が
完
食
し
た
。

　
児
童
を
代
表
し
て
、喜
屋
武
楓
真
く
ん
が「
僕

た
ち
は
マ
ン
ゴ
ー
が
大
好
き
で
す
。美
味
し
い

マ
ン
ゴ
ー
を
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
作
っ
て
下

さ
い
。ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」と
、お
礼
を
伝

え
た
。

　「比屋根自治会野外ステージ壁画完成引渡し式」が８月21日に同ス
テージで行われ、美東中の美術同好会が制作した壁画が自治会に引き
渡された。壁画はエイサー、獅子舞、比屋根華太鼓を組み合わせた絵柄
になっており、自治会長の宮里和夫さんは「立派な壁画を描いていた
だき感謝している」と喜んだ。同自治会は、老朽化した野外ステージを
今年の１月に改築しており、その際、想像力の豊かなこども達に壁画
作成を依頼する案が上がった。依頼を受けた美東中の美術同好会は夏
休みを利用し壁画を描きあげた。原画を描いた２年生の佐竹乃愛さん
は「自分の描いた作品が壁画になり嬉しい」と話した。

▲ 一緒に給食を食べるマンゴー生産者と児童たち

▲ 壁画を描いた美東中美術同好会の生徒と比屋根自治会関係者

生
産
者
が
マ
ン
ゴ
ー
を
提
供

比屋根アシビナーのステージに
　毎年旧暦の7月17日に悪霊を祓い、五穀豊穣と地域の繁栄を願う、
胡屋きょうゆう会（仲宗根辰夫会長）と仲宗根共有会（仲宗根正彦会
長）の伝統行事「獅子舞道ジュネー」が、8月30日に胡屋地区と仲宗根
地区で行われた。
　獅子舞道ジュネーは、午後6時から獅子を先頭に、胡屋う神屋を出
発し、大勢の区民を引き連れ、地域住民の無病息災を祈願する厄払い
を行いながら、同地区を練り歩くと、獅子の姿を見ようと通り道には
多くの観客が集まった。また、道ジュネーを終えると、胡屋う神屋で
は、勇壮な獅子舞の演舞が披露された。

▲ さらなる活躍を誓う屋良選手(左)・金城選手(中央)・小森選手(右)

▲ 大勢の区民と共に地区を練り歩く獅子

胡屋・仲宗根共有会獅子舞の道ジュネー

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
や
仲
間

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
、か
り
ゆ
し
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ（
仲
宗
根 

清
朝
会
長
）が
、９
月
15
日
に

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、第
40
回 

か
り
ゆ
し
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会
を
開
催
し
た
。

　
大
会
で
は
、功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、特
別
功

労
６
人
、永
年
勤
続
功
労
４
人
、優
良
老
人
ク
ラ

ブ
３
団
体
、満
90
歳
以
上
の
正
会
員
53
人
が
表
彰

さ
れ
た
。受
賞
者
を
代
表
し
て
特
別
功
労
を
受
賞

し
た
山
内
盛
芳
さ
ん
は｢

表
彰
は
重
み
の
あ
る
も

の
で
、身
に
余
る
思
い
。一
人
の
力
だ
け
で
は
な
く
、

共
に
歩
ん
だ
ク
ラ
ブ
会
員
や
先
輩
方
、ま
た
地
域

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。今
後
も
微
力
な
が
ら
地
域

活
動
に
協
力
し
て
い
き
た
い｣

と
挨
拶
し
た
。ま

た
、大
会
後
半
に
は
サ
ー
ク
ル
発
表
会
も
行
わ

れ
、日
頃
の
活
動
成
果
が
披
露
さ
れ
た
。

　市中心市街地活性化協議会は、8月21日にミュージックタウン音市
場で中心市街地活性化についてのシンポジウムを開いた。シンポジウ
ムでは全国中心市街地活性化まちづくり連絡会議の日野二郎会長と
コザ商店街連合会の豊田益市副会長が講演を行った他、パネルディス
カッションが行われた。パネルディスカッションでは琉球大学名誉教
授の池田孝之工学博士をコーディネーターに、桑江市長や沖縄総合事
務局商務通商課の玉城秀一課長、沖縄商工会議所の新垣直彦会頭、コ
ザ信用金庫の上間義正理事長、ＮＰＯ初穂の仲原エムリ理事長が中心
市街地活性化の必要性について意見を述べた。

▲ 主催者あいさつをする仲宗根会長

▲ パネルディスカッションでは行政、民間、地域、それぞれの立場から
　 考えが示された

第
40
回 

か
り
ゆ
し
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会

有識者を招きシンポジウム

　
日
本
郵
便
株
式
会
社
沖
縄
支
社（
香
川
義

隆
支
社
長
）は
、９
月
10
日
か
ら
沖
縄
全
島
エ

イ
サ
ー
ま
つ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手

の
販
売
を
開
始
し
た
。

　
切
手
は
ま
つ
り
の
開
催
が
60
回
目
を
迎
え
た

記
念
に
郵
便
局
か
ら
市
に
提
案
が
あ
り
作
成

さ
れ
た
も
の
で
、９
月
11
日
に
沖
縄
か
り
ゆ
し

郵
便
局
の
伊
佐
敬
局
長
を
は
じ
め
、市
内
の
郵

便
局
長
が
沖
縄
市
役
所
を
訪
ね
、市
と
市
観
光

物
産
振
興
協
会
に
切
手
を
贈
呈
し
た
。切
手

は
、82
円
切
手
の
10
枚
組
と
な
っ
て
お
り
、こ
れ

ま
で
の
ま
つ
り
の
ポ
ス
タ
ー
や
写
真
、エ
イ

サ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
絵
柄
に
し
て
い

る
。販
売
数
は
１
，０
３
０
シ
ー
ト
で
、市
内
の

全
郵
便
局
を
含
め
、県
内
26
局
で
販
売
さ
れ
て

い
る
。

　市民憲章推進協議会は8月20日、沖縄全島エイサーまつりに向け、
市民の手による清潔な街づくりの気運を高めようと、「平成27年度 メ
イン通り一斉清掃」を実施した。清掃には市内の各団体から約230人
が参加し、市内の主な通りのごみを分別しながら拾い集めた。この日
回収されたごみは、可燃ごみ95kg、不燃ごみ16kg、資源ごみ（かん、び
ん、ペットボトル）54kgの合計165kg。

【協賛団体】沖縄商工会議所、かりゆしシニアクラブ、沖縄市婦人連合
会、沖縄青年会議所、コザライオンズクラブ、コザロータリークラブ、
沖縄市こども会育成連絡協議会、沖縄市クリーン指導員連絡協議会

▲ 躍動感あふれるエイサーの記念切手が市と市観光物産振興協会に贈られた

▲ 参加者は歩道や街路樹周辺のごみを分別しながら拾い集めた

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
発
売

　
市
内
在
住
の
３
選
手
が
８
月
に
開
催
さ
れ
た

各
大
会
で
活
躍
し
、９
月
12
日
に
沖
縄
市
立
陸
上

競
技
場
の
会
議
室
で
報
告
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
報
告
を
行
っ
た
３
選
手
は
、第
70
回 

国
民
体

育
大
会
最
終
選
考
会
の
三
段
跳
び
で
15
ｍ
81
㎝

を
記
録
し
、県
新
記
録
を
樹
立
し
た
屋
良
太
章

選
手
、九
州
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
の
走
り
幅

跳
び
で
７
ｍ
49
㎝
を
記
録
し
、準
優
勝
し
た
小
森

翔
選
手
、神
奈
川
県
で
開
催
さ
れ
た
第
31
回 
全

国
小
学
校
陸
上
競
技
交
流
大
会
の
走
り
幅
跳
び

で
５
ｍ
25
㎝
を
記
録
し
、準
優
勝
し
た
泡
瀬
小
学

校
６
年
の
金
城
広
選
手
。多
く
の
陸
上
競
技
関
係

者
が
出
席
し
た
報
告
会
で
３
選
手
ら
は
、こ
れ
か

ら
も
練
習
に
邁
進
し
、今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍

と
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
を
誓
っ
た
。

三
段
跳
び
県
新
記
録
・
九
州
陸
上
と

全
国
大
会
の
走
り
幅
跳
び
で
準
優
勝

市民らがメイン通りを清掃

に ろう

ますいち

も
り 

ひ
ろ

た
か
し

か
い 

と

ふ
う  

ま

た
か
の
り

か
け
る

の　あ

かみ

せ
い
ほ
う

せ
い
ち
ょ
う
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KOZA CHOICE!

KOZA CHOICE!

月
今
の

　
今
回
の【KOZA CHO

ICE!（
コ
ザ
チ
ョ
イ
ス
）】は
、

帯
と
着
物
の
店 

我
喜
屋
の「
帯
タ
ペ
ス
ト
リ
ー（
結
い

帯
）」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
２
０
１
０
年
創
業
の
帯
と
着
物
の
店 

我
喜
屋
は
、

着
物
や
和
装
小
物
一
式
を
扱
う
一
方
、外
国
人
向
け
の

イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
、様
々
な
ア
レ
ン
ジ
を
施
し
た
帯

を
制
作
、販
売
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
特
に
人
気
が
高
い
の
が
、帯
結
び
の
美

し
さ
を
生
か
し
た「
帯
タ
ペ
ス
ト
リ
ー（
結
い
帯
）」で

す
。一
見
、い
く
つ
も
の
帯
を
重
ね
た
よ
う
な
デ
ザ
イ

ン
で
す
が
、一
本
の
帯
を
切
ら
ず
に
織
り
と
結
び
で
制

作
さ
れ
て
お
り
、ほ
ど
い
て
違
う
結
び
方
に
ア
レ
ン
ジ

し
た
り
、実
際
に
帯
と
し
て
着
用
す
る
こ
と
も
で
き
る

そ
う
で
す
。

　
こ
の「
帯
タ
ペ
ス
ト
リ
ー（
結
い
帯
）」は
、帯
の
ア
ジ

ア
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
米
軍
将
校

の
妻
達
か
ら
の
要
望
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。当
初
は
帯

を
そ
の
ま
ま
飾
っ
て
い
た
の
で
す
が
、花
結
び
な
ど
、

帯
結
び
の
技
を
生
か
し
、今
で
は
、よ
り
華
や
か
な
商

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
店
に
は
評
判

を
聞
い
た
外
国

人
客
が
多
く
訪

れ
、自
宅
用
や

ギ
フ
ト
用
に
購

入
し
て
い
く
そ

う
で
す
。ま
さ

に
コ
ザ
ら
し
い

逸
品
で
す
。

　
ヒ
ス
ト
リ
ー
ト
で
は
特
別
企
画
展「
降
伏
調
印
・

終
戦
70
周
年
」に
引
き
続
き
、今
月
17
日
か
ら「
戦
世

の
子
ど
も
た
ち（
コ
ザ
孤
児
院
）」を
開
催
し
ま
す
。

〝
戦
災
孤
児
〞
を
収
容
し
た「
コ
ザ
孤
児
院
」の
第

４
回
目
と
な
る
今
回
の
企
画
展
は
、写
真
を
は
じ
め

と
す
る
諸
資
料
、そ
し
て
新
た
な
資
料（
孤
児
院
見

取
り
図
、孤
児
院
の
日
誌
な
ど
）も
併
せ
て
紹
介
し

ま
す
。

　
本
島
南
部
の
掃
討
戦
で
九
死
に
一
生
を
得
た
住
民

は
、米
軍
に
保
護
さ
れ
、中
北
部
の
難
民
収
容
所
に
収

容
さ
れ
ま
す
が
、キ
ャ
ン
プ・コ
ザ
内
に
あ
っ
た
孤
児

院
に
も
６
月（
１
９
４
５
年
）に
入
る
と
保
護
さ
れ
た

子
ど
も
達
が
増
え
続
け
、７
月
の
ピ
ー
ク
時
に
は
約

８
０
０
人
、８
月
末
に
は
５
９
６
人
が
収
容
さ
れ
て

い
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、孤
児
院

の
人
数（
受
け
入
れ
、引
き
取
り・病
院
や
診
療
所
へ

の
移
動・死
亡
な
ど
）を
記
録
す
る
日
計
表
が
あ
り
、

統
計
的
な
把
握
は
日
々
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
同
月
15
日
付
の『
ウ
ル
マ
新
報
』に
は
、孤
児
院
で

世
話
を
し
て
い
る
孤
児
の
親
類
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
、子
ど
も
の
順
調
な
発
育
の
為
に
は
、

親
切
な
家
庭
に
世
話
を
し
て
も
ら
う
方
が
良
策
で

あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、直
接
間
接
の
協
力
を
緊
急
に

求
め
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。戦
争
に
よ
っ
て

親
・
家
族
を
失
い
、新
た
な
家
族
と
の
生
活
を
始
め

た
子
ど
も
が
多
く
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
戦
後
70
年
の
今
年
、い
ま
一
度
、戦
争
、平
和
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
東
江
康
共
さ
ん
は
、美
里
で
生
ま

れ
、父
親
の
経
営
す
る
管
工
事
関
係
の

仕
事
を
５
歳
の
頃
か
ら
身
近
に
見
て

育
っ
た
。そ
の
後
、美
里
工
業
高
校
に
進

学
し
、本
格
的
に
設
備
関
係
の
知
識
と

技
術
を
学
ん
だ
。卒
業
後
は
経
験
を
積

む
た
め
に
県
外
就
職
し
、平
成
15
年
に

帰
郷
し
、現
在
は
、市
内
で
父
親
の
後
を

継
ぎ
、管
工
事
関
係
の
会
社
を
営
ん
で

い
る
。ま
た
、平
成
21
年
か
ら
平
成
27

年
７
月
ま
で
の
間
、沖
縄
市
管
工
事
協

同
組
合
の
青
年
部
会
長
を
務
め
た
。

　
管
工
事
業
は
、日
常
生
活
に
欠
か
せ

な
い
水
道
や
排
水
設
備
、ガ
ス
、消
火

設
備
な
ど
の
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

　
東
江
さ
ん
は
、今
年
５
月
か
ら
６
月

に
か
け
て
、県
企
業
局
と
市
水
道
局
、

市
管
工
事
協
同
組
合
な
ど
が
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
る「
サ
モ
ア
水
道
公

社
維
持
管
理
能
力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
）」に
お
い
て
、管

工
事
の
技
術
専
門
家
と
し
て
、南
太
平

洋
に
あ
る
サ
モ
ア
独
立
国
に
派
遣
さ

れ
、現
地
の
ス
タ
ッ
フ
に
漏
水
修
繕
や

管
路
施
工
の
技
術
指
導
を
行
っ
た
。東

江
さ
ん
が
市
管
工
事
協
同
組
合
か
ら

サ
モ
ア
派
遣
の
話
を
持
ち
か
け
ら
れ

た
際
に「
現
地
で
ス
タ
ッ
フ
に
的
確
な

ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
の
か
不
安

だ
っ
た
が
、サ
モ
ア
の
漏
水
修
理
の
技

術
力
や
管
路
施
工
方
法
が
、今
ど
の
よ

う
な
状
況
な
の
か
を
、自
分
の
目
で
見

て
確
か
め
、自
分
の
技
術
と
経
験
を
生

か
し
て
協
力
し
た
い
」と
思
い
、現
地

へ
の
派
遣
を
引
き
受
け
た
そ
う
だ
。

　
現
在
実
施
し
て
い
る
サ
モ
ア
で
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、２
０
１
４
年
か
ら

２
０
１
９
年
の
５
年
間
で
５
人
派
遣

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
ま
で

に
市
水
道
局
と
市
管
工
事
協
同
組
合

は
、カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
安
全
な
水
が
使
用

で
き
る
よ
う
、水
道
環
境
を
整
備
し
、

生
活
の
自
立
を
支
援
し
た｢

こ
こ
ろ
の

水
を
贈
る
運
動｣

や
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
沖

縄
研
修
で
大
洋
州
島
嶼
国（
フ
ィ
ジ
ー

や
ト
ン
ガ
な
ど
）の
水
道
職
員
を
対
象

と
し
た
漏
水
修
繕
の
指
導
を
行
っ
て

き
た
。

　
東
江
さ
ん
は
、今
後
の
開
発
途
上
国

で
の
管
工
事
業
に
つ
い
て「
管
路
施
工

や
漏
水
修
理
な
ど
の
技
術
は
日
々
進

化
し
て
お
り
、日
本
の
技
術
を
必
要
と

し
て
い
る
開
発
途
上
国
に
、現
地
で
必

要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
い
け
た

ら
い
い
」と
話
す
。

　
取
材
中
に
再
度
サ
モ
ア
に
行
き
た

い
か
尋
ね
る
と
、東
江
さ
ん
は「
幼
い

頃
は
、自
分
自
身
が
海
を
渡
り
、技
術

指
導
を
す
る
立
場
に
な
る
と
は
考
え

も
し
な
か
っ
た
。一
つ
の
こ
と
を
一
生

懸
命
に
学
び
、打
ち
込
め
ば
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
に
な
れ
る
。機
会
が
あ

れ
ば
、ま
た
目
標
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

持
っ
て
行
き
た
い
」と
話
し
、「
沖
縄
市

は
様
々
な
国
籍
の
人
が
暮
ら
す
都
市

で
、み
ん
な
幼
い
頃
か
ら
外
国
の
方
と

交
流
し
て
い
る
。こ
れ
か
ら
の
沖
縄
市

の
将
来
を
担
う
こ
ど
も
達
は
、誰
と
で

も
打
ち
解
け
ら
れ
る
大
ら
か
な
気
質

を
生
か
し
て
、世
界
に
目
を
向
け
、見

聞
を
広
げ
、国
際
貢
献
を
し
て
欲
し

い
」と
、想
い
を
語
っ
た
。

　
比
屋
根
自
治
会（
宮
里
和
夫
会
長
）

の
地
域
は
平
成
20
年
に
比
屋
根
小
学

校
が
開
校
し
、学
校
の
あ
る
北
西
部
は

住
宅
が
増
え
、南
東
部
は
多
く
の
商
業

施
設
で
に
ぎ
わ
う
。ま
た
、様
々
な
生

き
物
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
比
屋
根

湿
地
や
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
東

部
海
浜
な
ど
、こ
れ
か
ら
も
発
展
し
て

い
く
地
域
だ
。自
治
会
の
自
慢
は
、平

成
13
年
に
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目

的
に
結
成
し
た
子
供
会
の
比
屋
根
華

太
鼓
で
、４
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
の
メ

ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
る
。和
太
鼓
中

心
の
演
舞
に
加
え
、夏
は
青
年
会
の
協

力
で
エ
イ
サ
ー
も
取
り
入
れ
る
。出
演

依
頼
も
多
く
、毎
月
、様
々
な
催
し
に

出
演
す
る
他
、高
齢
者
施
設
の
慰
問
も

し
て
い
る
。ま
た
、活
動
を
通
し
て
道

徳
教
育
を
行
っ
て
お
り
、区
民
か
ら
の

評
判
も
上
々
だ
。宮
里
会
長
は
、地
域

発
展
に
伴
い
道
路
整
備
や
安
全
対
策

も
重
要
だ
と
考
え
、緊
急
避
難
通
路
の

整
備
に
力
を
注
い
で
お
り「
比
屋
根
自

治
会
は
、老
人
会
、こ
ど
も
会
、青
年

会
、婦
人
会
が
協
力
的
で
充
実
し
て
い

る
。各
組
織
と
連
携
し
、地
域
の
発
展

に
尽
力
し
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

電
話
：
９
３
２

－

８
９
５
０

今月の人281

コ

イ
ス 

16

サ
モ
ア
で
水
道
分
野
の
技
術
支
援

経
験
を
生
か
し
、
国
際
貢
献

東
江 

康
共
さ
ん

　
市
水
道
局
と
市
管
工
事
協
同
組

合
は
、開
発
途
上
国
の
人
々
の
生

活
を
支
え
る
た
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
通

し
て
上
水
道
な
ど
の
修
理
や
施
工

の
専
門
知
識
を
持
っ
た
人
材
の
派

遣
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
回
は
５
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
サ
モ
ア
独
立
国
に
渡
り
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
管
工
事
業
の

技
術
指
導
の
任
務
に
就
い
た
東
江

康
共
さ
ん
に
、現
地
で
の
活
動
な

ど
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

（47）

■ 市史編集担当／
　 TEL： 929-4128（直通）
■ ヒストリート、ヒストリートⅡ／
　 TEL：929-2922
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7沖縄市自治会紹介

▲

歌
碑
と
石
碑
を
め
ぐ
っ
た
夏
休
み
親
子
社
会
見
学

▲

大
勢
の
区
民
で
に
ぎ
わ
っ
た
納
涼
ま
つ
り
。

　比
屋
根
華
太
鼓
も
披
露
さ
れ
た

比
屋
根
自
治
会

区
民
と
と
も
に
発
展
す
る
ま
ち

　
嘉
間
良
自
治
会（
喜
納
兼
輝
会
長
）

は
、戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
大
き
く

変
化
し
て
き
た
地
域
だ
。沖
縄
戦
以
前

は
田
畑
が
広
が
る
農
村
で
、戦
中
に
は

米
軍
が
収
容
所
を
設
け
、大
勢
の
人
々

が
生
活
し
た
。戦
後
は
役
場
や
警
察
な

ど
の
官
公
庁
が
置
か
れ
、農
協
、商
店

街
、映
画
館
、銭
湯
な
ど
の
商
業
施
設

も
軒
を
連
ね
、に
ぎ
わ
っ
た
。そ
の
後
、

収
容
所
に
い
た
人
々
が
故
郷
に
帰
っ

て
い
く
と
閑
静
な
住
宅
街
に
変
わ
っ

て
い
っ
た
。現
在
は
景
観
条
例
に
よ
り

整
然
と
し
た
住
宅
街
が
広
が
り
、水
と

緑
が
豊
か
で
長
寿
者
が
多
い
地
域
に

な
っ
て
お
り
、喜
納
会
長
は「
嘉
間
良

は
空
気
が
き
れ
い
だ
か
ら
元
気
に
な

る
よ
」と
笑
う
。高
齢
者
の
サ
ー
ク
ル

活
動
も
盛
ん
で
、お
し
ゃ
べ
り
と
お
茶

を
楽
し
み
な
が
ら
趣
味
に
興
じ
て
い

る
。そ
の
中
で
も
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

は
本
格
的
で
、東
京
大
会
で
優
勝
者
が

で
る
ほ
ど
の
腕
だ
。

　
喜
納
会
長
は「
皆
が
健
康
で
長
生
き

で
き
る
よ
う
に
あ
せ
ら
ず
コ
ツ
コ
ツ

と
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。毎
年
、健
康
診
断
も
受
け
ま

し
ょ
う
」と
笑
顔
で
呼
び
か
け
る
。

電
話
：
９
３
８

－

１
５
５
１

嘉
間
良
自
治
会

美
し
い
自
然
と
景
観
が
自
慢

や
す 

と
も

け
ん  

き

と
う
し
ょ
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KOZA CHOICE!

KOZA CHOICE!

月
今
の

　
今
回
の【KOZA CHO

ICE!（
コ
ザ
チ
ョ
イ
ス
）】は
、

帯
と
着
物
の
店 

我
喜
屋
の「
帯
タ
ペ
ス
ト
リ
ー（
結
い

帯
）」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
２
０
１
０
年
創
業
の
帯
と
着
物
の
店 

我
喜
屋
は
、

着
物
や
和
装
小
物
一
式
を
扱
う
一
方
、外
国
人
向
け
の

イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
、様
々
な
ア
レ
ン
ジ
を
施
し
た
帯

を
制
作
、販
売
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
特
に
人
気
が
高
い
の
が
、帯
結
び
の
美

し
さ
を
生
か
し
た「
帯
タ
ペ
ス
ト
リ
ー（
結
い
帯
）」で

す
。一
見
、い
く
つ
も
の
帯
を
重
ね
た
よ
う
な
デ
ザ
イ

ン
で
す
が
、一
本
の
帯
を
切
ら
ず
に
織
り
と
結
び
で
制

作
さ
れ
て
お
り
、ほ
ど
い
て
違
う
結
び
方
に
ア
レ
ン
ジ

し
た
り
、実
際
に
帯
と
し
て
着
用
す
る
こ
と
も
で
き
る

そ
う
で
す
。

　
こ
の「
帯
タ
ペ
ス
ト
リ
ー（
結
い
帯
）」は
、帯
の
ア
ジ

ア
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
米
軍
将
校

の
妻
達
か
ら
の
要
望
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。当
初
は
帯

を
そ
の
ま
ま
飾
っ
て
い
た
の
で
す
が
、花
結
び
な
ど
、

帯
結
び
の
技
を
生
か
し
、今
で
は
、よ
り
華
や
か
な
商

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
店
に
は
評
判

を
聞
い
た
外
国

人
客
が
多
く
訪

れ
、自
宅
用
や

ギ
フ
ト
用
に
購

入
し
て
い
く
そ

う
で
す
。ま
さ

に
コ
ザ
ら
し
い

逸
品
で
す
。

　
ヒ
ス
ト
リ
ー
ト
で
は
特
別
企
画
展「
降
伏
調
印
・

終
戦
70
周
年
」に
引
き
続
き
、今
月
17
日
か
ら「
戦
世

の
子
ど
も
た
ち（
コ
ザ
孤
児
院
）」を
開
催
し
ま
す
。

〝
戦
災
孤
児
〞
を
収
容
し
た「
コ
ザ
孤
児
院
」の
第

４
回
目
と
な
る
今
回
の
企
画
展
は
、写
真
を
は
じ
め

と
す
る
諸
資
料
、そ
し
て
新
た
な
資
料（
孤
児
院
見

取
り
図
、孤
児
院
の
日
誌
な
ど
）も
併
せ
て
紹
介
し

ま
す
。

　
本
島
南
部
の
掃
討
戦
で
九
死
に
一
生
を
得
た
住
民

は
、米
軍
に
保
護
さ
れ
、中
北
部
の
難
民
収
容
所
に
収

容
さ
れ
ま
す
が
、キ
ャ
ン
プ・コ
ザ
内
に
あ
っ
た
孤
児

院
に
も
６
月（
１
９
４
５
年
）に
入
る
と
保
護
さ
れ
た

子
ど
も
達
が
増
え
続
け
、７
月
の
ピ
ー
ク
時
に
は
約

８
０
０
人
、８
月
末
に
は
５
９
６
人
が
収
容
さ
れ
て

い
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、孤
児
院

の
人
数（
受
け
入
れ
、引
き
取
り・病
院
や
診
療
所
へ

の
移
動・死
亡
な
ど
）を
記
録
す
る
日
計
表
が
あ
り
、

統
計
的
な
把
握
は
日
々
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
同
月
15
日
付
の『
ウ
ル
マ
新
報
』に
は
、孤
児
院
で

世
話
を
し
て
い
る
孤
児
の
親
類
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
、子
ど
も
の
順
調
な
発
育
の
為
に
は
、

親
切
な
家
庭
に
世
話
を
し
て
も
ら
う
方
が
良
策
で

あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、直
接
間
接
の
協
力
を
緊
急
に

求
め
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。戦
争
に
よ
っ
て

親
・
家
族
を
失
い
、新
た
な
家
族
と
の
生
活
を
始
め

た
子
ど
も
が
多
く
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
戦
後
70
年
の
今
年
、い
ま
一
度
、戦
争
、平
和
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
東
江
康
共
さ
ん
は
、美
里
で
生
ま

れ
、父
親
の
経
営
す
る
管
工
事
関
係
の

仕
事
を
５
歳
の
頃
か
ら
身
近
に
見
て

育
っ
た
。そ
の
後
、美
里
工
業
高
校
に
進

学
し
、本
格
的
に
設
備
関
係
の
知
識
と

技
術
を
学
ん
だ
。卒
業
後
は
経
験
を
積

む
た
め
に
県
外
就
職
し
、平
成
15
年
に

帰
郷
し
、現
在
は
、市
内
で
父
親
の
後
を

継
ぎ
、管
工
事
関
係
の
会
社
を
営
ん
で

い
る
。ま
た
、平
成
21
年
か
ら
平
成
27

年
７
月
ま
で
の
間
、沖
縄
市
管
工
事
協

同
組
合
の
青
年
部
会
長
を
務
め
た
。

　
管
工
事
業
は
、日
常
生
活
に
欠
か
せ

な
い
水
道
や
排
水
設
備
、ガ
ス
、消
火

設
備
な
ど
の
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

　
東
江
さ
ん
は
、今
年
５
月
か
ら
６
月

に
か
け
て
、県
企
業
局
と
市
水
道
局
、

市
管
工
事
協
同
組
合
な
ど
が
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
る「
サ
モ
ア
水
道
公

社
維
持
管
理
能
力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
）」に
お
い
て
、管

工
事
の
技
術
専
門
家
と
し
て
、南
太
平

洋
に
あ
る
サ
モ
ア
独
立
国
に
派
遣
さ

れ
、現
地
の
ス
タ
ッ
フ
に
漏
水
修
繕
や

管
路
施
工
の
技
術
指
導
を
行
っ
た
。東

江
さ
ん
が
市
管
工
事
協
同
組
合
か
ら

サ
モ
ア
派
遣
の
話
を
持
ち
か
け
ら
れ

た
際
に「
現
地
で
ス
タ
ッ
フ
に
的
確
な

ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
の
か
不
安

だ
っ
た
が
、サ
モ
ア
の
漏
水
修
理
の
技

術
力
や
管
路
施
工
方
法
が
、今
ど
の
よ

う
な
状
況
な
の
か
を
、自
分
の
目
で
見

て
確
か
め
、自
分
の
技
術
と
経
験
を
生

か
し
て
協
力
し
た
い
」と
思
い
、現
地

へ
の
派
遣
を
引
き
受
け
た
そ
う
だ
。

　
現
在
実
施
し
て
い
る
サ
モ
ア
で
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、２
０
１
４
年
か
ら

２
０
１
９
年
の
５
年
間
で
５
人
派
遣

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
ま
で

に
市
水
道
局
と
市
管
工
事
協
同
組
合

は
、カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
安
全
な
水
が
使
用

で
き
る
よ
う
、水
道
環
境
を
整
備
し
、

生
活
の
自
立
を
支
援
し
た｢

こ
こ
ろ
の

水
を
贈
る
運
動｣

や
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
沖

縄
研
修
で
大
洋
州
島
嶼
国（
フ
ィ
ジ
ー

や
ト
ン
ガ
な
ど
）の
水
道
職
員
を
対
象

と
し
た
漏
水
修
繕
の
指
導
を
行
っ
て

き
た
。

　
東
江
さ
ん
は
、今
後
の
開
発
途
上
国

で
の
管
工
事
業
に
つ
い
て「
管
路
施
工

や
漏
水
修
理
な
ど
の
技
術
は
日
々
進

化
し
て
お
り
、日
本
の
技
術
を
必
要
と

し
て
い
る
開
発
途
上
国
に
、現
地
で
必

要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
い
け
た

ら
い
い
」と
話
す
。

　
取
材
中
に
再
度
サ
モ
ア
に
行
き
た

い
か
尋
ね
る
と
、東
江
さ
ん
は「
幼
い

頃
は
、自
分
自
身
が
海
を
渡
り
、技
術

指
導
を
す
る
立
場
に
な
る
と
は
考
え

も
し
な
か
っ
た
。一
つ
の
こ
と
を
一
生

懸
命
に
学
び
、打
ち
込
め
ば
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
に
な
れ
る
。機
会
が
あ

れ
ば
、ま
た
目
標
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

持
っ
て
行
き
た
い
」と
話
し
、「
沖
縄
市

は
様
々
な
国
籍
の
人
が
暮
ら
す
都
市

で
、み
ん
な
幼
い
頃
か
ら
外
国
の
方
と

交
流
し
て
い
る
。こ
れ
か
ら
の
沖
縄
市

の
将
来
を
担
う
こ
ど
も
達
は
、誰
と
で

も
打
ち
解
け
ら
れ
る
大
ら
か
な
気
質

を
生
か
し
て
、世
界
に
目
を
向
け
、見

聞
を
広
げ
、国
際
貢
献
を
し
て
欲
し

い
」と
、想
い
を
語
っ
た
。

　
比
屋
根
自
治
会（
宮
里
和
夫
会
長
）

の
地
域
は
平
成
20
年
に
比
屋
根
小
学

校
が
開
校
し
、学
校
の
あ
る
北
西
部
は

住
宅
が
増
え
、南
東
部
は
多
く
の
商
業

施
設
で
に
ぎ
わ
う
。ま
た
、様
々
な
生

き
物
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
比
屋
根

湿
地
や
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
東

部
海
浜
な
ど
、こ
れ
か
ら
も
発
展
し
て

い
く
地
域
だ
。自
治
会
の
自
慢
は
、平

成
13
年
に
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目

的
に
結
成
し
た
子
供
会
の
比
屋
根
華

太
鼓
で
、４
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
の
メ

ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
る
。和
太
鼓
中

心
の
演
舞
に
加
え
、夏
は
青
年
会
の
協

力
で
エ
イ
サ
ー
も
取
り
入
れ
る
。出
演

依
頼
も
多
く
、毎
月
、様
々
な
催
し
に

出
演
す
る
他
、高
齢
者
施
設
の
慰
問
も

し
て
い
る
。ま
た
、活
動
を
通
し
て
道

徳
教
育
を
行
っ
て
お
り
、区
民
か
ら
の

評
判
も
上
々
だ
。宮
里
会
長
は
、地
域

発
展
に
伴
い
道
路
整
備
や
安
全
対
策

も
重
要
だ
と
考
え
、緊
急
避
難
通
路
の

整
備
に
力
を
注
い
で
お
り「
比
屋
根
自

治
会
は
、老
人
会
、こ
ど
も
会
、青
年

会
、婦
人
会
が
協
力
的
で
充
実
し
て
い

る
。各
組
織
と
連
携
し
、地
域
の
発
展

に
尽
力
し
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

電
話
：
９
３
２

－

８
９
５
０

今月の人281

コ

イ
ス 

16

サ
モ
ア
で
水
道
分
野
の
技
術
支
援

経
験
を
生
か
し
、
国
際
貢
献

東
江 

康
共
さ
ん

　
市
水
道
局
と
市
管
工
事
協
同
組

合
は
、開
発
途
上
国
の
人
々
の
生

活
を
支
え
る
た
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
通

し
て
上
水
道
な
ど
の
修
理
や
施
工

の
専
門
知
識
を
持
っ
た
人
材
の
派

遣
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
回
は
５
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
サ
モ
ア
独
立
国
に
渡
り
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
管
工
事
業
の

技
術
指
導
の
任
務
に
就
い
た
東
江

康
共
さ
ん
に
、現
地
で
の
活
動
な

ど
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

（47）

■ 市史編集担当／
　 TEL： 929-4128（直通）
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　 TEL：929-2922
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7沖縄市自治会紹介

▲

歌
碑
と
石
碑
を
め
ぐ
っ
た
夏
休
み
親
子
社
会
見
学

▲

大
勢
の
区
民
で
に
ぎ
わ
っ
た
納
涼
ま
つ
り
。

　比
屋
根
華
太
鼓
も
披
露
さ
れ
た

比
屋
根
自
治
会

区
民
と
と
も
に
発
展
す
る
ま
ち

　
嘉
間
良
自
治
会（
喜
納
兼
輝
会
長
）

は
、戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
大
き
く

変
化
し
て
き
た
地
域
だ
。沖
縄
戦
以
前

は
田
畑
が
広
が
る
農
村
で
、戦
中
に
は

米
軍
が
収
容
所
を
設
け
、大
勢
の
人
々

が
生
活
し
た
。戦
後
は
役
場
や
警
察
な

ど
の
官
公
庁
が
置
か
れ
、農
協
、商
店

街
、映
画
館
、銭
湯
な
ど
の
商
業
施
設

も
軒
を
連
ね
、に
ぎ
わ
っ
た
。そ
の
後
、

収
容
所
に
い
た
人
々
が
故
郷
に
帰
っ

て
い
く
と
閑
静
な
住
宅
街
に
変
わ
っ

て
い
っ
た
。現
在
は
景
観
条
例
に
よ
り

整
然
と
し
た
住
宅
街
が
広
が
り
、水
と

緑
が
豊
か
で
長
寿
者
が
多
い
地
域
に

な
っ
て
お
り
、喜
納
会
長
は「
嘉
間
良

は
空
気
が
き
れ
い
だ
か
ら
元
気
に
な

る
よ
」と
笑
う
。高
齢
者
の
サ
ー
ク
ル

活
動
も
盛
ん
で
、お
し
ゃ
べ
り
と
お
茶

を
楽
し
み
な
が
ら
趣
味
に
興
じ
て
い

る
。そ
の
中
で
も
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

は
本
格
的
で
、東
京
大
会
で
優
勝
者
が

で
る
ほ
ど
の
腕
だ
。

　
喜
納
会
長
は「
皆
が
健
康
で
長
生
き

で
き
る
よ
う
に
あ
せ
ら
ず
コ
ツ
コ
ツ

と
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。毎
年
、健
康
診
断
も
受
け
ま

し
ょ
う
」と
笑
顔
で
呼
び
か
け
る
。

電
話
：
９
３
８

－
１
５
５
１

嘉
間
良
自
治
会

美
し
い
自
然
と
景
観
が
自
慢

や
す 

と
も

け
ん  

き

と
う
し
ょ
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市
立
図
書
館
職
場
体
験

市民平和の日記念行事 平和で明るい未来を創り出そう

　
沖
縄
県
立
泡
瀬
特
別
支
援
学
校
中
学
部
３
年
生

の
玉
城
侑
武
く
ん
が
、市
立
図
書
館
で
９
月
３
日

に
職
場
体
験
を
行
っ
た
。

　
職
場
体
験
は
、仕
事
の
楽
し
さ
や
厳
し
さ
、社
会

の
ル
ー
ル
を
知
り
、生
活
経
験
を
広
げ
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、玉
城
く
ん
は
図
書
館
の

業
務
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、窓
口
で
図
書

の
貸
出
や
返
却
の
受
付
を
行
っ
た
。

　
玉
城
く
ん
は｢

窓
口
業
務
は
と
て
も
緊
張
し
ま

す
が
、来
館
者
に
笑
顔
で
接
す
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す｣

と
話
し
、業
務
を
手
際
よ
く
こ
な
し
て

い
た
。

▶
窓
口
業
務
を
こ
な
す
玉
城
く
ん

▶
第
２
回
　
こ
ど
も
議
会
の
議
員
達

▲写真を使用して質問をするこども議員 ▲真剣なまなざしで質問する様子

た
ま  

き  

ゆ
う  

む

第
２
回 

沖
縄
市
こ
ど
も
議
会

　
第
２
回 

沖
縄
市
こ
ど
も
議
会

が
８
月
20
日
に
開
催
さ
れ
、市
内

８
中
学
校
の
生
徒
21
人
が
、桑
江

市
長
ら
市
執
行
部
に
質
問
や
提

案
を
行
っ
た
。

　
こ
ど
も
議
員
ら
は
、議
会
本
番

に
向
け
て
６
月
か
ら
準
備
を
し
、

ま
ち
歩
き
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

な
ど
の
事
前
学
習
を
行
っ
て
お

り
、越
来
中
３
年
の
金
城
未
空
さ

ん
は
、ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
に
着
目

し
、調
査
や
対
策
に
つ
い
て
質
問

し
た
。宮
里
中
３
年
の
浜
比
嘉
健

▶
宮
里
小
の
児
童
は
プ
ロ
の
生
演
奏
を
間
近
で
聴
い
た

▶
ウ
チ
カ
ビ
を
燃
や
す
桑
江
市
長

　
公
共
ホ
ー
ル
音
楽
活
性
化
支
援
事
業
が
、９
月
10
日
か

ら
３
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
、10
、11
日
の
地
域
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
、日
本
を
代
表
す
る
プ
ロ 

マ
リ
ン
バ
奏

者
の
浜
ま
ゆ
み
さ
ん
と
共
演
者
の
ク
リ
ス･

フ
ロ
ー
さ
ん

が
市
内
の
４
つ
の
小
学
校（
中
の
町･

越
来･

宮
里･

比
屋

根
）を
訪
れ
、マ
リ
ン
バ
の
演
奏
や
児
童
ら
と
共
に
合
奏

な
ど
を
行
い
、交
流
し
た
。12
日
は
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ

ン
音
市
場
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、来
場
者
は
マ
リ
ン

バ
の
演
奏
に
聴
き
入
っ
た
。

　
同
事
業
は
、地
域
公
共
ホ
ー
ル
と
プ
ロ
の
音
楽
家
が
、

コ
ン
サ
ー
ト
と
地
域
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
・
実
施
す

る
事
業
で
、今
回
で
２
回
目
の
実
施
と
な
る
。

市役所で旧盆行事
　
旧
盆
の
期
間
に
あ
た
る
８
月
26
日
か
ら

28
日
ま
で
の
３
日
間
、市
役
所
２
階
に
あ

る
仏
壇
で
も
沖
縄
伝
統
の
旧
盆
行
事
が
行

わ
れ
、市
納
骨
堂
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
御

霊
が
迎
え
ら
れ
た
。

　
旧
盆
中
は
市
役
所
の
仏
壇
に
ご
馳
走
の

入
っ
た
重
箱
や
オ
ー
ド
ブ
ル
、果
物
な
ど

が
供
え
ら
れ
、28
日
の
ウ
ー
ク
イ
に
は
桑

江
市
長
を
は
じ
め
、市
職
員
ら
が
線
香
を

供
え
て
手
を
合
わ
せ
、ウ
チ
カ
ビ（
打
ち

紙
）を
燃
や
し
た
。

　
市
納
骨
堂
に
は
公
共
工
事
等
で
発
見
さ

れ
た
遺
骨
な
ど
、約
１
２
０
０
柱
が
納
骨

さ
れ
て
お
り
、市
で
は
シ
ー
ミ
ー（
清
明

祭
）や
旧
盆
行
事
を
行
い
供
養
し
て
い
る
。

▶
乳
用
牛
の
部
門
で
優
等
に
選
ば
れ
た
牛

農家自慢の家畜がずらり
第41回 沖縄市畜産共進会

　
市
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー
広
場
で
９

月
３
日
、家
畜
の
品
種
改
良
と
生
産
技

術
の
向
上
、畜
産
経
営
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、第
41
回 

沖
縄
市

畜
産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
共
進
会
に
は
市
内
の
畜
産
農
家
が

育
て
た
肉
用
牛
や
乳
用
牛
、ヤ
ギ
な
ど

42
頭
の
家
畜
が
出
品
さ
れ
、４
部
門
11

種
別
で
発
育
や
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
良

さ
な
ど
の
審
査
を
受
け
た
。審
査
後
は

表
彰
式
が
行
わ
れ
、上
位
入
賞
し
た
家

畜
を
育
て
た
畜
産
農
家
が
表
彰
さ
れ

た
。表
彰
式
で
桑
江
市
長
は「
日
頃
か

ら
休
み
な
く
家
畜
の
改
良
に
取
り
組

ん
で
い
る
畜
産
農
家
の
皆
様
に
深
く

敬
意
を
表
す
る
」と
ね
ぎ
ら
っ
た
。

公
共
ホ
ー
ル
音
楽
活
性
化
支
援
事
業

小
学
生
が
　
　
　
　
　
　と
交
流

マ
リ
ン
バ
奏
者

人
く
ん
は
、街
路
樹
の
根
上
が
り

対
策
や
整
備
に
つ
い
て
質
問
を

す
る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
質
問

や
提
案
を
行
っ
た
。

　
こ
ど
も
議
会
の
最
後
に
は「
こ

ど
も
が
安
全
、安
心
に
過
ご
せ
る

た
め
の
場
づ
く
り
に
関
す
る
決

議
」が
、全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、

議
長
を
務
め
た
伊
佐
優
華
さ
ん
か

ら
桑
江
市
長
へ
決
議
文
が
手
渡
さ

れ
た
。

み 

く
も

け
ん

  

と

ゆ
う 

か

▲平和大使による紙芝居朗読

▲平和ソング「時代の語り部」を合唱する平和大使

▲大きな盛り上がりを見せたＨＹのコンサート ▲楽しみながら平和について学んだクイズ「沖縄市歴史発見」

　
沖
縄
市
民
平
和
の
日

で
あ
る
９
月
７
日
に
終

戦
70
年
・
核
兵
器
廃
絶

平
和
都
市
宣
言
30
周
年

事
業 
沖
縄
市
民
平
和

の
日
記
念
行
事「
平
和

で
明
る
い
未
来
を
創
り

出
そ
う‐

未
来
へ
響
け 

平
和
ソ
ン
グ
♪‐
」が
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
を
会

場
に
開
催
さ
れ
た
。

　
催
し
で
は
、平
和
大

使
に
よ
る
紙
芝
居「
沖

縄
市
に
お
け
る
沖
縄

戦
」の
朗
読
や
平
和
大

使
ソ
ン
グ「
時
代
の
語

り
部
」の
合
唱
、市
民
の

眼 

平
和
写
真
展
と
平

和
ロ
ゴ
・
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
、人

気
音
楽
グ
ル
ー
プ
Ｈ
Ｙ
や
来
場
者

が
回
答
者
と
な
っ
た
ク
イ
ズ「
沖

縄
市
歴
史
発
見
」な
ど
が
行
わ
れ

た
。ま
た
、平
和
大
使
代
表
あ
い
さ

つ
で
宮
里
中
の
玉
城
芽
依
さ
ん
が

「
終
戦
か
ら
70
年
経
つ
が
、戦
争
体

験
者
の
心
か
ら
悲
し
み
は
消
え
な

い
。２
度
と
戦
争
を
起
こ
さ
な
い

た
め
に
、平
和
の
す
ば
ら
し
さ
を

語
り
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
話
し
、社
会
人
大
使
の
国

仲
瞬
さ
ん
は「
こ
の
催
し
を
き
っ

か
け
に
平
和
と
は
何
か
改
め
て
問

い
た
い
。難
し
い
問
い
だ
が
、共
に

考
え
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
来
場
者
に
語
り
か
け
た
。催
し

の
最
後
に
は
Ｈ
Ｙ
が
音
楽
コ
ン

サ
ー
ト
で
平
和
を
発
信
し
た
。

　
市
は
、す
べ
て
の
人
が
等
し
く

平
和
で
豊
か
な
生
活
を
お
く
る

た
ま
し
ろ  

め  

い

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、沖
縄
戦
が
公
式
に

終
結
し
た「
９
月
７
日
」を
沖
縄

市
民
平
和
の
日
と
定
め
、記
念
行

事
を
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、８

月
１
日
か
ら
９
月
７
日
ま
で
を

「
平
和
月
間
」と
し
、市
内
各
地
で

平
和
に
関
す
る
様
々
な
催
し
が

行
わ
れ
て
い
る
。

と 
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市
立
図
書
館
職
場
体
験

市民平和の日記念行事 平和で明るい未来を創り出そう

　
沖
縄
県
立
泡
瀬
特
別
支
援
学
校
中
学
部
３
年
生

の
玉
城
侑
武
く
ん
が
、市
立
図
書
館
で
９
月
３
日

に
職
場
体
験
を
行
っ
た
。

　
職
場
体
験
は
、仕
事
の
楽
し
さ
や
厳
し
さ
、社
会

の
ル
ー
ル
を
知
り
、生
活
経
験
を
広
げ
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、玉
城
く
ん
は
図
書
館
の

業
務
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、窓
口
で
図
書

の
貸
出
や
返
却
の
受
付
を
行
っ
た
。

　
玉
城
く
ん
は｢

窓
口
業
務
は
と
て
も
緊
張
し
ま

す
が
、来
館
者
に
笑
顔
で
接
す
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す｣
と
話
し
、業
務
を
手
際
よ
く
こ
な
し
て

い
た
。

▶
窓
口
業
務
を
こ
な
す
玉
城
く
ん

▶
第
２
回
　
こ
ど
も
議
会
の
議
員
達

▲写真を使用して質問をするこども議員 ▲真剣なまなざしで質問する様子

た
ま  

き  

ゆ
う  

む

第
２
回 

沖
縄
市
こ
ど
も
議
会

　
第
２
回 

沖
縄
市
こ
ど
も
議
会

が
８
月
20
日
に
開
催
さ
れ
、市
内

８
中
学
校
の
生
徒
21
人
が
、桑
江

市
長
ら
市
執
行
部
に
質
問
や
提

案
を
行
っ
た
。

　
こ
ど
も
議
員
ら
は
、議
会
本
番

に
向
け
て
６
月
か
ら
準
備
を
し
、

ま
ち
歩
き
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

な
ど
の
事
前
学
習
を
行
っ
て
お

り
、越
来
中
３
年
の
金
城
未
空
さ

ん
は
、ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
に
着
目

し
、調
査
や
対
策
に
つ
い
て
質
問

し
た
。宮
里
中
３
年
の
浜
比
嘉
健

▶
宮
里
小
の
児
童
は
プ
ロ
の
生
演
奏
を
間
近
で
聴
い
た

▶
ウ
チ
カ
ビ
を
燃
や
す
桑
江
市
長

　
公
共
ホ
ー
ル
音
楽
活
性
化
支
援
事
業
が
、９
月
10
日
か

ら
３
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
、10
、11
日
の
地
域
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
、日
本
を
代
表
す
る
プ
ロ 

マ
リ
ン
バ
奏

者
の
浜
ま
ゆ
み
さ
ん
と
共
演
者
の
ク
リ
ス･

フ
ロ
ー
さ
ん

が
市
内
の
４
つ
の
小
学
校（
中
の
町･

越
来･

宮
里･

比
屋

根
）を
訪
れ
、マ
リ
ン
バ
の
演
奏
や
児
童
ら
と
共
に
合
奏

な
ど
を
行
い
、交
流
し
た
。12
日
は
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ

ン
音
市
場
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、来
場
者
は
マ
リ
ン

バ
の
演
奏
に
聴
き
入
っ
た
。

　
同
事
業
は
、地
域
公
共
ホ
ー
ル
と
プ
ロ
の
音
楽
家
が
、

コ
ン
サ
ー
ト
と
地
域
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
・
実
施
す

る
事
業
で
、今
回
で
２
回
目
の
実
施
と
な
る
。

市役所で旧盆行事
　
旧
盆
の
期
間
に
あ
た
る
８
月
26
日
か
ら

28
日
ま
で
の
３
日
間
、市
役
所
２
階
に
あ

る
仏
壇
で
も
沖
縄
伝
統
の
旧
盆
行
事
が
行

わ
れ
、市
納
骨
堂
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
御

霊
が
迎
え
ら
れ
た
。

　
旧
盆
中
は
市
役
所
の
仏
壇
に
ご
馳
走
の

入
っ
た
重
箱
や
オ
ー
ド
ブ
ル
、果
物
な
ど

が
供
え
ら
れ
、28
日
の
ウ
ー
ク
イ
に
は
桑

江
市
長
を
は
じ
め
、市
職
員
ら
が
線
香
を

供
え
て
手
を
合
わ
せ
、ウ
チ
カ
ビ（
打
ち

紙
）を
燃
や
し
た
。

　
市
納
骨
堂
に
は
公
共
工
事
等
で
発
見
さ

れ
た
遺
骨
な
ど
、約
１
２
０
０
柱
が
納
骨

さ
れ
て
お
り
、市
で
は
シ
ー
ミ
ー（
清
明

祭
）や
旧
盆
行
事
を
行
い
供
養
し
て
い
る
。

▶
乳
用
牛
の
部
門
で
優
等
に
選
ば
れ
た
牛

農家自慢の家畜がずらり
第41回 沖縄市畜産共進会

　
市
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー
広
場
で
９

月
３
日
、家
畜
の
品
種
改
良
と
生
産
技

術
の
向
上
、畜
産
経
営
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、第
41
回 

沖
縄
市

畜
産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
共
進
会
に
は
市
内
の
畜
産
農
家
が

育
て
た
肉
用
牛
や
乳
用
牛
、ヤ
ギ
な
ど

42
頭
の
家
畜
が
出
品
さ
れ
、４
部
門
11

種
別
で
発
育
や
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
良

さ
な
ど
の
審
査
を
受
け
た
。審
査
後
は

表
彰
式
が
行
わ
れ
、上
位
入
賞
し
た
家

畜
を
育
て
た
畜
産
農
家
が
表
彰
さ
れ

た
。表
彰
式
で
桑
江
市
長
は「
日
頃
か

ら
休
み
な
く
家
畜
の
改
良
に
取
り
組

ん
で
い
る
畜
産
農
家
の
皆
様
に
深
く

敬
意
を
表
す
る
」と
ね
ぎ
ら
っ
た
。

公
共
ホ
ー
ル
音
楽
活
性
化
支
援
事
業

小
学
生
が
　
　
　
　
　
　と
交
流

マ
リ
ン
バ
奏
者

人
く
ん
は
、街
路
樹
の
根
上
が
り

対
策
や
整
備
に
つ
い
て
質
問
を

す
る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
質
問

や
提
案
を
行
っ
た
。

　
こ
ど
も
議
会
の
最
後
に
は「
こ

ど
も
が
安
全
、安
心
に
過
ご
せ
る

た
め
の
場
づ
く
り
に
関
す
る
決

議
」が
、全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、

議
長
を
務
め
た
伊
佐
優
華
さ
ん
か

ら
桑
江
市
長
へ
決
議
文
が
手
渡
さ

れ
た
。

み 

く
も

け
ん

  

と

ゆ
う 

か

▲平和大使による紙芝居朗読

▲平和ソング「時代の語り部」を合唱する平和大使

▲大きな盛り上がりを見せたＨＹのコンサート ▲楽しみながら平和について学んだクイズ「沖縄市歴史発見」

　
沖
縄
市
民
平
和
の
日

で
あ
る
９
月
７
日
に
終

戦
70
年
・
核
兵
器
廃
絶

平
和
都
市
宣
言
30
周
年

事
業 

沖
縄
市
民
平
和

の
日
記
念
行
事「
平
和

で
明
る
い
未
来
を
創
り

出
そ
う‐

未
来
へ
響
け 

平
和
ソ
ン
グ
♪‐

」が
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
を
会

場
に
開
催
さ
れ
た
。

　
催
し
で
は
、平
和
大

使
に
よ
る
紙
芝
居「
沖

縄
市
に
お
け
る
沖
縄

戦
」の
朗
読
や
平
和
大

使
ソ
ン
グ「
時
代
の
語

り
部
」の
合
唱
、市
民
の

眼 

平
和
写
真
展
と
平

和
ロ
ゴ
・
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
、人

気
音
楽
グ
ル
ー
プ
Ｈ
Ｙ
や
来
場
者

が
回
答
者
と
な
っ
た
ク
イ
ズ「
沖

縄
市
歴
史
発
見
」な
ど
が
行
わ
れ

た
。ま
た
、平
和
大
使
代
表
あ
い
さ

つ
で
宮
里
中
の
玉
城
芽
依
さ
ん
が

「
終
戦
か
ら
70
年
経
つ
が
、戦
争
体

験
者
の
心
か
ら
悲
し
み
は
消
え
な

い
。２
度
と
戦
争
を
起
こ
さ
な
い

た
め
に
、平
和
の
す
ば
ら
し
さ
を

語
り
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
話
し
、社
会
人
大
使
の
国

仲
瞬
さ
ん
は「
こ
の
催
し
を
き
っ

か
け
に
平
和
と
は
何
か
改
め
て
問

い
た
い
。難
し
い
問
い
だ
が
、共
に

考
え
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
来
場
者
に
語
り
か
け
た
。催
し

の
最
後
に
は
Ｈ
Ｙ
が
音
楽
コ
ン

サ
ー
ト
で
平
和
を
発
信
し
た
。

　
市
は
、す
べ
て
の
人
が
等
し
く

平
和
で
豊
か
な
生
活
を
お
く
る

た
ま
し
ろ  

め  

い

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、沖
縄
戦
が
公
式
に

終
結
し
た「
９
月
７
日
」を
沖
縄

市
民
平
和
の
日
と
定
め
、記
念
行

事
を
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、８

月
１
日
か
ら
９
月
７
日
ま
で
を

「
平
和
月
間
」と
し
、市
内
各
地
で

平
和
に
関
す
る
様
々
な
催
し
が

行
わ
れ
て
い
る
。

と 
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美
東
中
吹
奏
楽
部

　九
州
コ
ン
ク
ー
ル

高
原
ボ
ー
イ
ズ
県
大
会
優
勝

高
原
ボ
ー
イ
ズ
県
大
会
優
勝

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
全
国
大
会
へ

▶
越
来
中
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
員
達
と
教
諭

▶
攻
守
と
も
に
優
れ
た
プ
レ
ー
で
大
会
を
制
し
た

　美
原
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

▶
高
原
バ
レ
ー
ボ
ー
イ
ズ
の
メ
ン
バ
ー

越来中学校バドミントン部九州大会出場
　
第
35
回
県
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

大
会
が
７
月
に
開
催
さ
れ
、越
来
中
学
校

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
女
子
が
団
体
優
勝
、

男
子
が
シ
ン
グ
ル
ス
準
優
勝
し
、８
月
に

佐
賀
県
で
行
わ
れ
た
九
州
大
会
に
出
場
し

た
。九
州
大
会
で
は
惜
し
く
も
初
戦
で
敗

退
し
、く
や
し
い
結
果
と
な
っ
た
が
、県
中

学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
で
10
連
覇
を
成

し
遂
げ
て
い
る
。同
部
女
子
キ
ャ
プ
テ
ン

新
城
彩
菜
さ
ん
は｢

県
代
表
と
し
て
、出
場

で
き
て
嬉
し
か
っ
た
。こ
れ
ま
で
の
経
験

を
生
か
し
、次
は
高
校
受
験
を
頑
張
る｣

と

話
し
、ま
た
、鹿
川
教
頭
は｢

来
年
の
九
州

大
会
は
、沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
る
。次
は
入

賞
を
目
指
し
た
い｣

と
話
し
た
。

九州52チームの頂点に
　
美
原
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
が
８
月
13
日
か
ら
16

日
に
、福
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
第
37
回 

稲

尾
杯
少
年
野
球
大
会（
筑
紫
少
年
野
球
サ

ン
デ
ー
リ
ー
グ
連
盟
主
催
）で
優
勝
し
、

８
月
25
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、狩
俣
教
育

長
に
報
告
し
た
。大
会
に
は
九
州
の
５
県

か
ら
52
チ
ー
ム
が
出
場
し
、決
勝
戦
は
宜

野
湾
市
の
志
真
志
ド
リ
ー
ム
ス
と
の
県
勢

対
決
と
な
っ
た
。決
勝
戦
で
美
原
ド
ラ
ゴ

ン
ズ
は
１
回
表
に
３
点
を
先
制
、そ
の
裏

に
２
点
を
返
さ
れ
る
も
、５
回
に
は
一
挙

７
得
点
。６
回
に
も
１
点
追
加
し
、11
対
２

で
試
合
を
制
し
た
。選
手
た
ち
は「
自
分
た

ち
の
プ
レ
ー
を
す
る
こ
と
が
で
き
、み
ん

な
で
打
ち
勝
っ
た
」と
喜
び
を
語
っ
た
。

　
高
原
小
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
高
原
ボ
ー
イ

ズ
が
、７
月
に
行
わ
れ
た
沖
縄
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
交
流
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
の
部
で
優
勝

し
、８
月
25
日
に
狩
俣
教
育
長
を
訪
ね
、報
告
を
行
っ

た
。高
原
ボ
ー
イ
ズ
は
、高
原
小
と
比
屋
根
小
、宮

里
小
の
児
童
で
構
成
さ
れ
、11
月
に
北
海
道
札
幌
市

で
行
わ
れ
る
第
３
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
に
出
場
す
る
。キ
ャ
プ
テ

ン
を
務
め
る
宮
里
小
６
年
の
来
間
偉
琉
く
ん
は

｢

大
会
ま
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め
、全
力
で
頑
張

り
た
い
。ま
た
、他
県
の
選
手
と
も
交
流
し
た
い｣

と
、元
気
に
話
し
た
。

　
美
東
中
の
吹
奏
楽
部
が
、８
月
に
熊
本
県
で
開
催

さ
れ
た
第
60
回 

九
州
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
、金
賞

を
受
賞
し
、生
徒
や
校
長
ら
が
９
月
３
日
に
狩
俣
教

育
長
を
訪
ね
、喜
び
の
報
告
を
行
っ
た
。　

　
報
告
で
、吹
奏
楽
部
の
部
長
を
務
め
る
銘
苅
ひ

な
た
さ
ん
は｢

金
賞
を
受
賞
で
き
て
嬉
し
い
。支
え

て
い
た
だ
い
た
周
り
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
る｣

と
話
し
、報
告
を
受
け
た
狩
俣
教
育
長
は｢

受
賞
報

告
は
非
常
に
喜
ば
し
い
。日
々
、自
分
を
省
み
な
が

ら
練
習
に
励
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え
る｣

と
激
励

し
た
。　
同
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、山
内
中
と
美
里
中

も
出
場
し
、両
校
共
に
銀
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

▶
受
賞
の
報
告
を
行
っ
た
美
東
中
吹
奏
楽
部
の

　生
徒
と
教
諭
ら

お
や
つ
の
と
り
方

　
お
や
つ
を
食
べ
る
時
に
気

を
付
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？
お
や
つ
は
も
と
も

と
３
度
の
食
事
で
足
り
な
い

栄
養
を
補
う
こ
と
が
目
的
で

す
。そ
の
た
め
、３
食
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
事
を
と
っ
て
い
れ
ば

必
要
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
で
も
お
や
つ
は「
お
楽
し
み

の
時
間
」で
す
よ
ね
！
そ
こ
で

次
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
付
け
て

楽
し
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
食
べ
る
量
。１
日
の
目

安
量
は
１
６
０
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
以
下
と
し
て
、そ
の
範
囲

内
で
か
し
こ
く
食
べ
る
こ
と

で
す
。ま
た
、お
や
つ
を
食
べ

る
時
は
市
販
の
お
菓
子
ば
か

り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注

意
！
手
作
り
お
や
つ
も
オ
ス

ス
メ
で
す
！

　
次
に
食
べ
る
時
間
。一
番
適

し
て
い
る
の
は
３
時
ま
で
の
間

で
す
。こ
の
時
間
が
脂
肪
を

も
っ
と
も
た
め
に
く
く
、お
や

つ
の
時
間
に
バ
ッ
チ
リ
！
よ
く

「
３
時
の
お
や
つ
」と
言
い
ま
す

よ
ね
。

　
ま
た
、お
や
つ
を
食
べ
た
日

は
積
極
的
に
運
動
す
る
こ
と

も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
以
上
の
こ
と
に
気
を
付
け

て
、エ
ン
ジ
ョ
イ
！
お
や
つ
タ

イ
ム
！

市
民
健
康
課（
内
線
２
２
４
２
）

　４月21日（火）に全国一斉に全国学力・学習状況調査が行われました。学力調査では国語Ａ、国語Ｂ、
算数（数学）Ａ、算数（数学）Ｂ、理科の３教科で実施されました。その結果について以下に示します。

■ 本市児童生徒の学力の推移として全国平均値と差を平成20年度
からグラフに表しました。

■ 小学校においては、どの教科領域においても全国平均をこえる学
校数が増え、ほぼ全国水準に近づいています。中学校においても、
全国との差はあるものの、年々その差は縮まってきています。

　（小－1ポイント差・中－8.1ポイント差）
■ 引き続き授業改善や補習指導・個別指導の充実を図り、学力向上の

取組を推進してまいります。

基礎的・基本的な知識や技能を問う問題

基礎的・基本的な知識や技能を活用する
ことができるかを問う問題

この全国学力・学習状況調査
により測定できるのは学力の
特定の一部分であり、学校に
おける教育活動の一側面であ
ることをご理解下さい。

Ａ問題とは

Ｂ問題とは

１．教科における平均正答率について

２．学習状況調査（児童生徒質問紙）良さや課題となる調査項目

平成27年度「全国学力・学習状況調査」 沖縄市教育委員会まとめ

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理　科 平　均
沖縄市平均

県平均
全国平均

県平均をこえた学校
全国平均をこえた学校

小
学
校
６
年

66.9
69.3
70.0
5校
5校

66.5
67.3
65.4
7校

12校

76.1
77.7
75.2
5校

10校

42.2
44.7
45.0
4校
4校

59.6
59.0
60.8
9校
7校

62.3
63.8
63.3
5校
5校

項　　目学年 全国 県 市 全国差
朝食を毎朝食べていますか。
家で、学校の宿題をしています。
今住んでいる地域の行事に参加していますか。「どちらかといえば」を含む
将来の夢や目標を持っていますか。

小
学
校
６
年

－4.1
－5.2

－32.2
＋2.4

83.5
82.2
34.7
72.9

85.4
82.0
49.9
72.6

87.6
87.4
66.9
70.5

朝食を毎朝食べていますか。
家で、学校の宿題をしています。
今住んでいる地域の行事に参加していますか。「どちらかといえば」を含む
将来の夢や目標を持っていますか。

中
学
校
３
年

－5.1
－12.9
－19.3
＋6.6

78.7
52.9
25.5
52.6

82.2
60.0
36.3
50.0

83.8
65.8
44.8
46.0

３．全国と沖縄市の平均値の差
     【平成20年度～27年度までの推移（Ｈ23はデータ無し）H24は抽出校】

　学力調査と併せて実施された学習状況調査をみると、朝食の摂取率や家庭学習など基本的な生活習慣に係る設問については、全国との差
があります。また、地域との関わりという点からも課題が見えてきております。県におきましても「家～なれ～運動」を展開し家庭教育の充
実をはかる取組を推進しております。学校、家庭、地域が協働し地域ぐるみの教育を推進することでさらに本市児童生徒の学力の向上を
図っていく必要があります。

４．まとめ

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理　科 平　均
沖縄市平均

県平均
全国平均

県平均をこえた学校
全国平均をこえた学校

中
学
校
３
年

68.5
70.0
75.8
1校
0校

60.0
61.3
65.8
2校
0校

53.4
55.8
64.4
2校
0校

32.3
34.0
41.6
2校
0校

45.6
45.9
53.0
3校
0校

52.0
53.4
60.1
2校
0校

⇒

⇒

小学校
中学校

-7.5
-11

-7.5

-11

-5.2 -4.8

-11.4 -11.6

-4.1

-12.1

-2.3

-10.4

-2.3

-8.8

-1

-8.1

-5.2
-11.4

-4.8
-11.6

-4.1
-12.1

-2.3
-10.4

-2.3
-8.8

-1
-8.1

20年度 21年度 22年度 24年度 25年度 26年度 27年度

1
0
-1
-2
-3
-4
-5
-6
-7
-8
-9

-10
-11
-12
-13
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美
東
中
吹
奏
楽
部

　九
州
コ
ン
ク
ー
ル

高
原
ボ
ー
イ
ズ
県
大
会
優
勝

高
原
ボ
ー
イ
ズ
県
大
会
優
勝

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
全
国
大
会
へ

▶
越
来
中
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
員
達
と
教
諭

▶
攻
守
と
も
に
優
れ
た
プ
レ
ー
で
大
会
を
制
し
た

　美
原
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

▶
高
原
バ
レ
ー
ボ
ー
イ
ズ
の
メ
ン
バ
ー

越来中学校バドミントン部九州大会出場
　
第
35
回
県
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

大
会
が
７
月
に
開
催
さ
れ
、越
来
中
学
校

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
女
子
が
団
体
優
勝
、

男
子
が
シ
ン
グ
ル
ス
準
優
勝
し
、８
月
に

佐
賀
県
で
行
わ
れ
た
九
州
大
会
に
出
場
し

た
。九
州
大
会
で
は
惜
し
く
も
初
戦
で
敗

退
し
、く
や
し
い
結
果
と
な
っ
た
が
、県
中

学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
で
10
連
覇
を
成

し
遂
げ
て
い
る
。同
部
女
子
キ
ャ
プ
テ
ン

新
城
彩
菜
さ
ん
は｢

県
代
表
と
し
て
、出
場

で
き
て
嬉
し
か
っ
た
。こ
れ
ま
で
の
経
験

を
生
か
し
、次
は
高
校
受
験
を
頑
張
る｣

と

話
し
、ま
た
、鹿
川
教
頭
は｢

来
年
の
九
州

大
会
は
、沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
る
。次
は
入

賞
を
目
指
し
た
い｣

と
話
し
た
。

九州52チームの頂点に
　
美
原
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
が
８
月
13
日
か
ら
16

日
に
、福
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
第
37
回 

稲

尾
杯
少
年
野
球
大
会（
筑
紫
少
年
野
球
サ

ン
デ
ー
リ
ー
グ
連
盟
主
催
）で
優
勝
し
、

８
月
25
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、狩
俣
教
育

長
に
報
告
し
た
。大
会
に
は
九
州
の
５
県

か
ら
52
チ
ー
ム
が
出
場
し
、決
勝
戦
は
宜

野
湾
市
の
志
真
志
ド
リ
ー
ム
ス
と
の
県
勢

対
決
と
な
っ
た
。決
勝
戦
で
美
原
ド
ラ
ゴ

ン
ズ
は
１
回
表
に
３
点
を
先
制
、そ
の
裏

に
２
点
を
返
さ
れ
る
も
、５
回
に
は
一
挙

７
得
点
。６
回
に
も
１
点
追
加
し
、11
対
２

で
試
合
を
制
し
た
。選
手
た
ち
は「
自
分
た

ち
の
プ
レ
ー
を
す
る
こ
と
が
で
き
、み
ん

な
で
打
ち
勝
っ
た
」と
喜
び
を
語
っ
た
。

　
高
原
小
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
高
原
ボ
ー
イ

ズ
が
、７
月
に
行
わ
れ
た
沖
縄
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
交
流
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
の
部
で
優
勝

し
、８
月
25
日
に
狩
俣
教
育
長
を
訪
ね
、報
告
を
行
っ

た
。高
原
ボ
ー
イ
ズ
は
、高
原
小
と
比
屋
根
小
、宮

里
小
の
児
童
で
構
成
さ
れ
、11
月
に
北
海
道
札
幌
市

で
行
わ
れ
る
第
３
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
に
出
場
す
る
。キ
ャ
プ
テ

ン
を
務
め
る
宮
里
小
６
年
の
来
間
偉
琉
く
ん
は

｢

大
会
ま
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め
、全
力
で
頑
張

り
た
い
。ま
た
、他
県
の
選
手
と
も
交
流
し
た
い｣

と
、元
気
に
話
し
た
。

　
美
東
中
の
吹
奏
楽
部
が
、８
月
に
熊
本
県
で
開
催

さ
れ
た
第
60
回 

九
州
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
、金
賞

を
受
賞
し
、生
徒
や
校
長
ら
が
９
月
３
日
に
狩
俣
教

育
長
を
訪
ね
、喜
び
の
報
告
を
行
っ
た
。　

　
報
告
で
、吹
奏
楽
部
の
部
長
を
務
め
る
銘
苅
ひ

な
た
さ
ん
は｢

金
賞
を
受
賞
で
き
て
嬉
し
い
。支
え

て
い
た
だ
い
た
周
り
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
る｣

と
話
し
、報
告
を
受
け
た
狩
俣
教
育
長
は｢

受
賞
報

告
は
非
常
に
喜
ば
し
い
。日
々
、自
分
を
省
み
な
が

ら
練
習
に
励
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え
る｣

と
激
励

し
た
。　
同
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、山
内
中
と
美
里
中

も
出
場
し
、両
校
共
に
銀
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

▶
受
賞
の
報
告
を
行
っ
た
美
東
中
吹
奏
楽
部
の

　生
徒
と
教
諭
ら

お
や
つ
の
と
り
方

　
お
や
つ
を
食
べ
る
時
に
気

を
付
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？
お
や
つ
は
も
と
も

と
３
度
の
食
事
で
足
り
な
い

栄
養
を
補
う
こ
と
が
目
的
で

す
。そ
の
た
め
、３
食
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
事
を
と
っ
て
い
れ
ば

必
要
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
で
も
お
や
つ
は「
お
楽
し
み

の
時
間
」で
す
よ
ね
！
そ
こ
で

次
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
付
け
て

楽
し
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
食
べ
る
量
。１
日
の
目

安
量
は
１
６
０
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
以
下
と
し
て
、そ
の
範
囲

内
で
か
し
こ
く
食
べ
る
こ
と

で
す
。ま
た
、お
や
つ
を
食
べ

る
時
は
市
販
の
お
菓
子
ば
か

り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注

意
！
手
作
り
お
や
つ
も
オ
ス

ス
メ
で
す
！

　
次
に
食
べ
る
時
間
。一
番
適

し
て
い
る
の
は
３
時
ま
で
の
間

で
す
。こ
の
時
間
が
脂
肪
を

も
っ
と
も
た
め
に
く
く
、お
や

つ
の
時
間
に
バ
ッ
チ
リ
！
よ
く

「
３
時
の
お
や
つ
」と
言
い
ま
す

よ
ね
。

　
ま
た
、お
や
つ
を
食
べ
た
日

は
積
極
的
に
運
動
す
る
こ
と

も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
以
上
の
こ
と
に
気
を
付
け

て
、エ
ン
ジ
ョ
イ
！
お
や
つ
タ

イ
ム
！

市
民
健
康
課（
内
線
２
２
４
２
）

　４月21日（火）に全国一斉に全国学力・学習状況調査が行われました。学力調査では国語Ａ、国語Ｂ、
算数（数学）Ａ、算数（数学）Ｂ、理科の３教科で実施されました。その結果について以下に示します。

■ 本市児童生徒の学力の推移として全国平均値と差を平成20年度
からグラフに表しました。

■ 小学校においては、どの教科領域においても全国平均をこえる学
校数が増え、ほぼ全国水準に近づいています。中学校においても、
全国との差はあるものの、年々その差は縮まってきています。

　（小－1ポイント差・中－8.1ポイント差）
■ 引き続き授業改善や補習指導・個別指導の充実を図り、学力向上の

取組を推進してまいります。

基礎的・基本的な知識や技能を問う問題

基礎的・基本的な知識や技能を活用する
ことができるかを問う問題

この全国学力・学習状況調査
により測定できるのは学力の
特定の一部分であり、学校に
おける教育活動の一側面であ
ることをご理解下さい。

Ａ問題とは

Ｂ問題とは

１．教科における平均正答率について

２．学習状況調査（児童生徒質問紙）良さや課題となる調査項目

平成27年度「全国学力・学習状況調査」 沖縄市教育委員会まとめ

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理　科 平　均
沖縄市平均

県平均
全国平均

県平均をこえた学校
全国平均をこえた学校

小
学
校
６
年

66.9
69.3
70.0
5校
5校

66.5
67.3
65.4
7校

12校

76.1
77.7
75.2
5校

10校

42.2
44.7
45.0
4校
4校

59.6
59.0
60.8
9校
7校

62.3
63.8
63.3
5校
5校

項　　目学年 全国 県 市 全国差
朝食を毎朝食べていますか。
家で、学校の宿題をしています。
今住んでいる地域の行事に参加していますか。「どちらかといえば」を含む
将来の夢や目標を持っていますか。

小
学
校
６
年

－4.1
－5.2

－32.2
＋2.4

83.5
82.2
34.7
72.9

85.4
82.0
49.9
72.6

87.6
87.4
66.9
70.5

朝食を毎朝食べていますか。
家で、学校の宿題をしています。
今住んでいる地域の行事に参加していますか。「どちらかといえば」を含む
将来の夢や目標を持っていますか。

中
学
校
３
年

－5.1
－12.9
－19.3
＋6.6

78.7
52.9
25.5
52.6

82.2
60.0
36.3
50.0

83.8
65.8
44.8
46.0

３．全国と沖縄市の平均値の差
     【平成20年度～27年度までの推移（Ｈ23はデータ無し）H24は抽出校】

　学力調査と併せて実施された学習状況調査をみると、朝食の摂取率や家庭学習など基本的な生活習慣に係る設問については、全国との差
があります。また、地域との関わりという点からも課題が見えてきております。県におきましても「家～なれ～運動」を展開し家庭教育の充
実をはかる取組を推進しております。学校、家庭、地域が協働し地域ぐるみの教育を推進することでさらに本市児童生徒の学力の向上を
図っていく必要があります。

４．まとめ

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理　科 平　均
沖縄市平均

県平均
全国平均

県平均をこえた学校
全国平均をこえた学校

中
学
校
３
年

68.5
70.0
75.8
1校
0校

60.0
61.3
65.8
2校
0校

53.4
55.8
64.4
2校
0校

32.3
34.0
41.6
2校
0校

45.6
45.9
53.0
3校
0校

52.0
53.4
60.1
2校
0校

⇒

⇒

小学校
中学校

-7.5
-11

-7.5

-11

-5.2 -4.8

-11.4 -11.6

-4.1

-12.1

-2.3

-10.4

-2.3

-8.8

-1

-8.1

-5.2
-11.4

-4.8
-11.6

-4.1
-12.1

-2.3
-10.4

-2.3
-8.8

-1
-8.1

20年度 21年度 22年度 24年度 25年度 26年度 27年度

1
0
-1
-2
-3
-4
-5
-6
-7
-8
-9

-10
-11
-12
-13

全国学力調査＜全国と沖縄市の平均点の差の推移＞

あ
や 

な

た
け 

る
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臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
の

お
知
ら
せ

平
成
27
年
度 

沖
縄
市
学
校

給
食
費 

助
成
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入

暮
ら
し

　

多
子
世
帯
の
子
育
て
支
援
と
し

て
、保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減

　

60
歳
に
な
れ
ば
国
民
年
金
に
加

入
す
る
資
格
を
失
い
ま
す
が
、未

納
な
ど
で
、受
給
資
格
期
間(

25

年
）を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
や
納

付
済
期
間
が
40
年
を
満
た
し
て
い

な
い
た
め
満
額
受
給
で
き
な
い
場

合
は
、60
歳
を
す
ぎ
て
も
国
民
年

金
に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

《
加
入
対
象
と
な
る
方
》

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、納
付

月
数
が
４
８
０
月
未
満
の
方（
昭

和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
で
、65
歳
時
点
で
月
数
が

３
０
０
月
に
満
た
な
い
場
合
は
70

歳
ま
で
）

・
日
本
国
籍
を
有
し
、海
外
に
居

住
す
る
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

《
加
入
対
象
と
な
ら
な
い
方
》

・
老
齢
基
礎
年
金
繰
上
げ
受
給
中 

　
の
方

・
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に

　

加
入
中
の
方

※
保
険
料
の
納
付
方
法
は
口
座
振

替
が
原
則
で
す（
海
外
居
住
の
方

を
除
く
）。

※
任
意
加
入
中
の
免
除
申
請
は
で

き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
／
市
民
課　

国
民
年
金
担

当
内
線（
２
１
３
０・２
１
３
１
）

　

沖
縄
市
に
住
所
を
有
す
る
65
歳

　

沖
縄
市
就
職
・
生
活
支
援
パ
ー

ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。就
職
を
希
望
し
て
い
る

方
で
、ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
や
う
つ

症
状
な
ど
で
お
困
り
の
方
や
、そ
の

ご
家
族
が
対
象
で
す
。相
談
料
は

無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
日
時
／
毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
～
４
時 

※
予
約
制（
電
話
に
て
受
付
）

予
約
受
付
／
午
前
８
時
45
分
～
午

後
４
時（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

場
所
／
沖
縄
市
就
職
・
生
活
支
援

パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

沖
縄
市
仲
宗
根
町
35
番
３
号　

 

予
約・問
合
せ
／
沖
縄
市
就
職
・
生

活
支
援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー　

   

☎
９
２
３
ー
３
６
２
４

問合せ／保育・幼稚園課 保育係
内線（3135・3136）

平成28年度

受付期間（在園児・新規児童の双方）

①保護者が就労している場合　②母親の妊娠・出産　③保護者の疾
病・障がい  ④同居または長期入院している親族などの介護・看護
⑤災害復旧  ⑥求職活動（起業準備を含む）  ⑦就学（職業訓練を含む）
⑧虐待やＤＶのおそれがある場合　⑨育児休業取得中にすでに保育を
利用しているこどもがいて、継続利用が必要な場合　⑩その他、市が認
める場合　※詳しくは保育所入所案内をご覧ください。

・期間以後の申込みについては空き待ちになります。
・期間内の受付分の入所決定は先着順ではありません。保育の必要性の
　高い方から選考します。

＊平成28年度より、0歳から2歳児までを対象とした地域型保育事業を実施する
予定です。事業者決定後、改めてお知らせします。

保育所等入所案内（一斉申込）

11月5日（木）～11月30日（月）（土日・祝日を除く）
※ただし、11月29日（日）のみ、保育・幼稚園課にて休日受付を行います。

受付（書類提出）場所

【保育所等の入所基準】

本庁２階 保育・幼稚園課 保育係 または在園している各園

◆保育所入所案内（申込用紙等）の配布について
配布開始／10月中旬（予定）
配布場所／保育・幼稚園課窓口（在園児は、在園している各園）

【注意事項】

問合せ／教育委員会 指導課 ☎939－7976（直通）

●事前に視力・聴力検査を済ませたお子さまが対象ですので、当日各会場での視力・聴力検
査は行いません（公立幼稚園児は各園で実施）。●入学受付を兼ねておりますので、指定校
区での受診をお願いします。●当日は、入学受付のハガキ（＊）、母子手帳を持参のうえ、保
護者同伴でお越しください。＊ハガキは教育委員会学務課より、10月中旬に発送します。

入学受付および内科・歯科健診日程表平成28年度 新小学校１年生
入学受付及び健診日 対象校区 受付時間 健診場所

山内小学校 午後1時50分 ～ 2時20分 山内小（体育館）10月28日（水）
美里小学校 午後1時30分 ～ 2時 美里小（体育館）

10月29日（木）
安慶田小学校 午後1時30分 ～ 2時 安慶田小（体育館）
泡瀬小学校 午後1時30分 ～ 2時30分

11月4日（水）
越来小学校 午後1時45分 ～ 2時15分
美原小学校 午後1時15分 ～ 2時

11月5日（木）
宮里小学校 午後1時30分 ～ 2時30分
諸見小学校 午後1時30分 ～ 2時15分11月19日（木）
中の町小学校 午後2時 ～ 3時11月24日（火）
美東小学校 午後1時30分 ～ 2時30分11月25日（水）
比屋根小学校 午後2時15分 ～ 2時30分

11月26日（木） 室川小学校 午後1時15分 ～ 1時30分
北美小学校 午後1時40分 ～ 2時
コザ小学校 午後2時 ～ 2時 20分12月2日（水）
高原小学校

泡瀬小（体育館）
越来小（体育館）
美原小（体育館）
宮里小（体育館）
諸見小（体育館）
中の町小（体育館）
美東小（体育館）
比屋根小（体育館）
室川小（体育館）
北美幼稚園
コザ小（放課後こども教室）
高原小（体育館）午後1時30分 ～ 3時30分

12月3日（木）
島袋小学校 島袋小（体育館）午後2時 ～ 2時30分

確認事項

以
上
の
方（
接
種
を
希
望
す
る
方
）

は 

、全
額
公
費
負
担
で
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。対
象
者
に
は「
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら

せ
」を
送
付
し
て
い
ま
す
。

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、心
臓
・

腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
に

よ
る
免
疫
の
機
能
に
重
度
の
障
害

が
あ
る
方（
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
程
度
の
方
）も
、希
望
に
よ
り
接

種
で
き
ま
す
。

実
施
期
間
／
平
成
27
年
10
月
１
日

～
平
成
28
年
２
月
29
日

実
施
場
所
／
指
定
医
療
機
関

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お

知
ら
せ
」に
市
内
の
指
定
医
療
機

関
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。市
外
の
指

定
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

接
種
料
金
／
無
料（
全
額
公
費
）

※
指
定
医
療
機
関
以
外
で
接
種
を

受
け
た
場
合
は
、公
費
負
担
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
注
意
】

　

公
費
負
担
で
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、実
施
期
間

内
で
１
回
限
り
で
す
。２
回
目
以

降
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
相
談
・
健
康
課

予
防
係内線（

２
２
３
２・２
２
３
３
）

を
図
る
た
め
、第
３
子
以
降
の
学
校

給
食
費
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
／
世
帯
内
で
、小
中
学
校
に

在
籍
す
る
児
童
の
う
ち
第
３
子
以

降
の
児
童
生
徒

※
今
年
度
の
申
請
が
ま
だ
の
方

助
成
要
件
／
市
内
在
住
で
、生
活

保
護
・
準
要
保
護
を
受
給
し
て
い

な
い
こ
と

申
請
期
限
／
平
成
28
年
２
月
10
日

ま
で

申
請
書
／
学
校
事
務
室
で
配
布
し

て
い
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
請
場
所
／
第
３
子
の
在
籍
す
る

学
校
事
務
室

問
合
せ
／
沖
縄
市
立
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー　

  

☎
９
２
９
ー
４
７
７
６



市
で
は
、
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。「
ハ
イ
サ
イ
沖
縄
シ
テ
ィ
」F
M
コ
ザ
（
７
６.
１
M
H
z
）毎
週
月
曜
〜
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
９
時
10
分　

放
送
中
！！
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沖縄市役所  ☎ 939-1212　防災行政無線が電話で確認できます 0120-0978-99（無料）

沖
縄
市
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
商
品
券

2
0
1
5 

使
用
期
限
に
つ
い
て

催
し

　

沖
縄
市
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
商
品
券

２
０
１
５
の
使
用
期
限
は
10
月
31

日（
土
）ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

使
用
期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券
は
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
沖
縄
商
工
会
議
所

☎
９
３
８
ー
８
０
２
２

第
３
回
　
美
ら
里
ま
つ
り

平
成
27
年
度 

子
育
て
講
演
会

沖
縄
市
地
域
慰
霊
祭
の

ご
案
内

　

エ
イ
サ
ー
や
ダ
ン
ス
、吹
奏
楽

な
ど
の
メ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
他
、

ヒ
ー
ジ
ャ
ー
オ
ー
ラ
セ
ー
や
琉
球

ド
ラ
ゴ
ン
プ
ロ
レ
ス
な
ど
に
よ
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。

日
時
／
10
月
25
日（
日
）

メ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
午
後
３
時

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
：
正
午

場
所
／
沖
縄
市
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー

※
荒
天
時
は
11
月
８
日（
日
）に
延

期
し
ま
す
。

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

内
線（
２
７
４
２
）

演
題
／
君
は
マ
マ
の
宝
物

自
己
肯
定
感
を
育
む
キ
ャ
リ
ア
教

育（
生
き
方
教
育
）の
ス
ス
メ

講
師
／
新
垣 

道
代
氏（
認
定
キ
ャ

リ
ア
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

日
時
／
10
月
29
日（
木
）

午
前
10
時
～
正
午

場
所
／
沖
縄
市
民
会
館 

中
ホ
ー
ル

対
象
／
乳
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

の
子
ど
も
を
も
つ
保
護
者
の
方
や
、

子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方

定
員
／
80
人（
要
予
約
）

受
講
料
／
無
料

託
児
／
30
人（
無
料
・
要
予
約
）

※
受
講
・
託
児
い
ず
れ
も
先
着
順

申
込
期
間
／
10
月
１
日（
木
）～
23

日（
金
）　

※
午
前
９
時
～
午
後
５

時（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

申
込・問
合
せ
／
保
育
・
幼
稚
園
課

（
内
線
３
１
３
２
）

　

各
慰
霊
祭
を
次
の
日
程
で
執
り

行
い
ま
す
。ご
遺
族
、関
係
者
の
皆

様
は
、ご
参
列
く
だ
さ
い
。

■
美
里
地
域
慰
霊
祭

日
時
／
10
月
27
日（
火
）午
後
２
時

場
所
／
沖
縄
市
知
花
城
跡
慰
霊
の
塔

■
コ
ザ
地
域
慰
霊
祭

日
時
／
10
月
28
日（
水
）午
後
２
時

場
所
／
沖
縄
こ
ど
も
の
国 

公
園
内 

慰
霊
の
塔

問
合
せ
／
健
康
福
祉
総
務
課

内
線（
３
１
８
３
）

家出少年及び
福祉犯被害少年等の

発見・保護活動
強化月間です

家出少年・被害少年の発見・情報に
ついては、沖縄警察署まで
実施機関／沖縄警察署
問合せ／沖縄警察署 少年課
☎932－0110  内線（313）

沖
縄
市
食
育
推
進
会
議
主
催

食
育
展
開
催
の
お
知
ら
せ

　

食
育
に
つ
い
て
、保
育
園
や
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
取
り
組
み

を
パ
ネ
ル
で
紹
介
す
る
ほ
か
、保
育

園
児
に
よ
る
お
や
つ
作
り
体
験
や
、

野
菜
の
販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
10
月
20
日（
火
）・
21
日

（
水
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
／
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

問
合
せ
／
市
民
健
康
課

内
線（
２
２
４
１
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
報
告
パ
ネ
ル
展

の
お
知
ら
せ

　

市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
活
動
内
容

を
パ
ネ
ル
展
示
で
紹
介
し
ま
す
。

期
間
／
10
月
６
日（
火
）～
13
日（
火
）

時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
／
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

主
催
／
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
９
１
１
ー
１
２
４
６

問
合
せ
／
中
心
市
街
地
活
性
化
推

進
課　
　
　
　

内
線（
３
２
１
２
）

お
ん
が
く
村
１
周
年
イ
ベ
ン
ト

～
コ
ザ
の
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
音
楽
祭
～

　

コ
ザ
に
ゆ
か
り
の
あ
る
ミ
ュ
ー

平成28年度
沖縄市放課後児童クラブ員
（学童クラブ員）募集案内

　保護者の就労などにより、昼間保護
者が家庭にいない小学生を対象に、放
課後児童クラブ員（学童クラブ員）を募
集します。

11月５日（木）～21日（土）
利用を希望する放課後児
童クラブ（学童クラブ）
利用を希望する放課後児
童クラブ（学童クラブ）

※放課後児童クラブごとに、開所時間や利
用料などが異なります。詳しくは、各放課後
児童クラブ（学童クラブ）へお問い合わせく
ださい。
※平成28年度の沖縄市放課後児童クラブ
（学童クラブ）施設一覧は、こども家庭課で
配布し、市のホームページでもご覧いただ
けます（10月中旬予定）。

受付期間／
受付場所／

申込書配布／

問合せ／こども家庭課
内線（3193）

幼稚園名 所在地 問合先
聖母幼稚園 沖縄市桃原1-5-1 937-4935

コザ聖母幼稚園 沖縄市嘉間良1-4-1 937-7065
愛星幼稚園 沖縄市胡屋6-2-1 933-5088

平成28年度 沖縄市立幼稚園 入園及び預かり保育について

私立幼稚園園児募集

沖縄市立幼稚園（5歳児）入園案内
対 　 　 象 ／
受 付 日 時 ／
受 付 場 所 ／

市内在住の平成22年4月2日から平成23年4月1日生まれの幼児
11月11日（水）・12日（木）午後2時～4時
各指定幼稚園（沖縄市立小学校区域に準ずる）　　募集要項／各幼稚園にて配布

沖縄市立幼稚園2年保育（4歳児）入園案内
対 　 　 象 ／
実施幼稚園／

募 集 人 員 ／ 
受 付 日 時 ／
受 付 場 所 ／

各実施幼稚園の指定通園区域に在住する平成23年4月2日から平成24年4月1日生まれの幼児
安慶田幼稚園・島袋幼稚園・諸見幼稚園・越来幼稚園・中の町幼稚園・室川幼稚園・美里幼稚
園・コザ幼稚園 
実施幼稚園（8園）　各25人（1学級） 
平成27年11月11日（水）・12日（木）午後2時～4時 
各指定幼稚園　　募集要項／各幼稚園にて配布

沖縄市立幼稚園預かり保育利用案内
対 　 　 象 ／

実施幼稚園／
受 付 時 間 ／

対　　象／
募集期間／

市立幼稚園に入園受付をした年長児（平成22年4月2日～平成23年4月1日生まれ）で保護
者の就労などにより午後の保育が必要な園児
全市立幼稚園　　　　 受付期間／11月13日（金）～12月11日（金）
午前9時～午後5時　　受付場所／各指定幼稚園（沖縄市立小学校区域に準ずる）

満3歳から5歳の幼児（平成28年4月2日現在）
平成27年10月1日から 　定員に達し次第締め切り

問合せ／保育・幼稚園課 幼稚園係 内線（3173・3174）

※入園手続や募集要項配布先などついては、各幼稚園へお問い合わせください。

※要項などの詳細は市ホームページでもご確認いただけます。

ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
、民
謡
や
ロ
ッ
ク
、

フ
ォ
ー
ク
な
ど
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の

音
楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
／
10
月
18
日（
日
）午
後
２
時

場
所
／
沖
縄
市
音
楽
資
料
館
お
ん

が
く
村
前

入
場
料
／
無
料

司
会
／
ミ
ス
タ
ー
ス
テ
ィ
ー
ビ
ー

出
演
／
ジ
ョ
ニ
ー
宜
野
湾
、田
場

盛
信
、ア
コ
ー
ス
テ
ィッ
ク
Ｍ
、ひ
が

よ
し
ひ
ろ
、金
城
沢
子
、松
田
一
利

問
合
せ
／
沖
縄
市
音
楽
資
料
館
お

ん
が
く
村（
沖
縄
市
一
番
街
内 

コ

ザ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
向
い
）

☎
９
２
３
ー
３
２
２
４
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平
成
27
年
度
　
第
2
回
沖
縄

市
花
い
っ
ぱ
い
推
進
運
動

現
役
警
察
官
に
学
ぶ
！

女
性
の
た
め
の
護
身
術

沖
縄
市
高
齢
者
地
域
介
護
予
防

活
動
運
営
補
助
金
申
請
に
つ
い
て

就
職
応
援
フ
ェ
ア
ー
・
ミ
ニ
合

同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

実
際
に
使
え
る
護
身
術
と
、女
性

に
対
す
る
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
被
害

の
現
状
と
対
策
な
ど
が
学
べ
ま
す
。

講
師
／
沖
縄
県
警
察
本
部
職
員

日
時
／［
全
２
回
］11
月
７
日（
土
）・

14
日（
土
）午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
沖
縄
市
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー 

集
会
室

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
ま
た
は

在
学
の
女
性

定
員
／
20
人（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

受
講
料
／
無
料

託
児
／
無
料（
要
予
約 

※
満
６
か

月
か
ら
小
学
４
年
生
）

申
込
方
法
／
直
接
来
所
ま
た
は
電

話
、メ
ー
ル
に
て
受
付

　

地
域
で
高
齢
者
の
交
流
の
場
や

介
護
予
防
活
動
な
ど
を
自
主
的
に

運
営
さ
れ
る
方
や
団
体
へ
補
助
金

の
交
付
を
行
い
ま
す
。

補
助
対
象
／
市
内
に
お
い
て
、高

齢
者
を
主
と
し
地
域
住
民
が
集

い
、交
流
や
介
護
予
防
活
動（
体
操

や
趣
味
な
ど
）の
立
上
げ
に
係
る

改
修
・
備
品
購
入
、活
動
運
営
安
定

の
た
め
に
必
要
な
経
費
。

申
請
期
間
／
平
成
27
年
10
月
１
日

～
平
成
28
年
１
月
末（
予
算
額
範

囲
を
超
え
た
時
点
で
終
了
）

　

採
用
担
当
者
に
よ
る
求
人
内
容

の
説
明
や
、相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、求
人
情
報
の
提
供
も
あ

り
ま
す
。

日
時
／
10
月
22
日（
木
）

午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

参
加
費
／
無
料

参
加
職
種
／
事
務
、販
売
・
接
客
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、介
護
、技
術
、

タ
ク
シ
ー
乗
務
員

問
合
せ
／
沖
縄
市
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー　
　

  

☎
９
３
４
ー
３
８
３
７

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、公
式
ブ
ロ
グ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
式
ブ
ロ
グ
：http://osscblog.

ti-da.net/

募
集

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
ご
案
内

■
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
体
験
教
室

　
〝
床
で
で
き
る
カ
ー
リ
ン
グ
〟の

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
、お
年
寄
り
や
運

動
が
苦
手
な
方
で
も
気
軽
に
楽
し

め
る
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

対
象
／
市
内
の
学
校
な
ど
の
教
育

機
関
、自
治
会
、そ
の
他
団
体

募
集
期
間
／
10
月
１
日（
木
）～
23

日（
金
）　
（
実
施
期
間
：
平
成
27

年
12
月
～
平
成
28
年
２
月
）

※
実
施
要
領
や
応
募
用
紙
は
窓
口

に
て
10
月
１
日
よ
り
配
布
。ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込・問
合
せ
／
建
築
・
公
園
課　

公
園
係　
　
　

内
線（
２
６
６
７
）

体
幹
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

　

体
幹
を
意
識
し
た
正
し
い

フ
ォ
ー
ム
の
練
習
な
ど
を
室
内
で

行
い
、屋
外
で
2.5
㎞
程
度
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
１
日（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

受
付
：
９
時
30
分
よ
り　

※
雨
天

決
行

場
所
／
コ
ザ
運
動
公
園　

多
目
的

運
動
場

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
経
験
者

受
講
料
／
無
料

持
ち
物
／
運
動
靴
、室
内
用
運
動

靴
、帽
子
、飲
み
物
、タ
オ
ル

※
軽
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。ま

た
、荷
物
は
お
預
か
り
で
き
ま
せ

ん
の
で
、各
自
で
の
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

申
込
締
切
／
10
月
27
日（
火
）

午
後
４
時

申
込
・
問
合
せ
／
市
民
健
康
課　

健
康
推
進
係　

内
線（
２
２
４
３
）

※
申
請
要
件
な
ど
の
詳
細
は
お
問

合
せ
い
た
だ
く
か
、市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込・問
合
せ
／
高
齢
福
祉
課 

地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

内
線（
３
０
９
７
）

申
込
締
切
／
11
月
２
日（
月
）

申
込・問
合
せ
／
沖
縄
市
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー

☎
９
３
７
ー
０
１
７
０

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土
日
・
祝

日
を
除
く
）

E-m
ail

：a32sankaku@
city.

okinaw
a.okinaw

a.jp

消防本部では、毎月応急手当講習会を行っています
◆普通救命講習Ⅰ

・10月10日（土）午前9時～正午 消防署（美里） 定員／30人
・10月27日（火）午後2時～5時 泡瀬出張所　 定員／15人

平成27年 8月の消防活動状況

申込・問合せ／沖縄市消防本部 警防課 ☎929-0900

救急車の適正利用に
ご協力をお願いします

◇救急出場件数：661件 ◇救急搬送人員：551人
◇火災出場件数： 5件 ◇救助出場件数： 4件

※「普通救命講習Ⅲ」「上級救命講習」の
日程はお問い合わせください。

沖縄県広域地震・津波避難訓練（同時開催）

問合せ／防災課 内線（2349・2307）

　県下全域で、実践的な訓練を通して、地震・津波に対する防災意識の啓発や津波避難計画の
検証を行い、防災体制の向上を図ることを目的に実施します。

●訓練日時／
●参加対象／
●内　　容／

● そ の 他 ／

１１月５日（木）午前10時～11時　　●対象地域／市全域（県下全域）
全市民（学校、自主防災組織、企業、各家庭等）
午前10時：地震発生を想定し、地震避難訓練を実施します（安全確保、
初期消火、応急手当訓練等）。
午前10時03分：津波警報（大津波）が発表されたとして、津波避難訓
練を実施します（海抜の低い地域の住民は、安全な高台へ避難）。
訓練実施日は、防災行政無線及び沖縄県より緊急速報メールが配信さ
れます。

※訓練の中止について　台風等により荒天が予想される場合は、訓練を中止します。

平成27年度
沖縄市防災訓練

問合せ／国勢調査沖縄市実施本部（ 本庁地下1階）
　政策企画課 統計担当 内線（2384・2385）

平成27年 国勢調査を実施しています

国勢調査コールセンター（ナビダイヤル）
※IP電話の場合

■設置期間／平成27年8月24日から10月31日まで
■受付時間／午前8時～午後9時（土・日・祝日もご利用いただけます）

0570-07-2015 03-4330-2015

※おかけ間違いのないようにご注意ください。※ナビダイヤルの通話料金は、一般の固定電話
の場合、全国一律で市内通話料金でご利用いただけます。携帯電話・PHSの場合は、それぞれ
所定の通話料金となります。※IP電話用電話番号の通話料金は、所定の通話料金となります。

●国勢調査は、平成27年10月１日現在、日本に住んでいるすべての
人及び世帯が対象です。
●平成27年国勢調査は、少子高齢化社会における日本の未来を描
く上で欠くことのできないデータを得るために実施するものです。
調査結果は、さまざまな法令にその利用が定められているほか、
社会福祉、雇用政策、生活環境の整備、防災対策など、私たちの
暮らしのために役立てられます。
●記入いただいた調査票は、調査員に直接提出いただくか、調査票
と一緒にお配りした郵送提出用の封筒に入れて郵送でご提出い
ただけます。

※万一、調査票が届いていない場合は、下記へご連絡ください。

国勢調査をよそおった「かたり調査」にご注意ください！
調査員は、身分証（顔写真付）として『調査員証』を身に着けています。

訪問の際は『調査員証』をご確認ください。
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沖縄市役所  ☎ 939-1212　防災行政無線が電話で確認できます 0120-0978-99（無料）市
で
は
、ラ
ジ
オ
を
通
し
て
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。「
沖
縄
市
だ
よ
り
」沖
縄
ラ
ジ
オ（
オ
キ
ラ
ジ
）F
M
8
5.
4
M
H
z 
毎
週
月
曜
～
金
曜
日 

午
後
2
時
50
分
～
3
時 

放
送
中
!!

日
程
／

11
月
７
日（
土
）島
袋
小
学
校

11
月
14
日（
土
）室
川
小
学
校

１
月
23
日（
土
）コ
ザ
小
学
校

時
間
／
午
後
７
時
～
８
時
30
分　

  

場
所
／
各
小
学
校
の
体
育
館

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方（
親

子
で
の
参
加
可
）　

受
講
料
／
無
料

※
軽
装
、室
内
シ
ュ
ー
ズ
持
参

申
込
／
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
９
３
２
ー
１
２
９
４

■
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　

ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
く
こ
と
で

足
腰
へ
の
負
担
を
軽
減
し
な
が
ら
、

効
果
的
に
全
身
を
使
っ
た
有
酸
素

運
動
が
で
き
ま
す
。

講
師
／
知
念 

諒
氏（
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

日
時
／
［
全
３
回
］
11
月
10
日
・

17
日
・
24
日
（
全
て
火
曜
日
）

午
前
11
時
～
12
時
30
分

場
所
／
コ
ザ
運
動
公
園
多
目
的
運

動
場 

集
合（
雨
天
時
は
多
目
的
運

動
場
内
）

対
象
／
市
内
在
住・在
勤
の一
般
成
人

定
員
／
20
人（
先
着
順
）

受
講
料
／
各
回
１
０
０
円（
保
険

料
と
し
て
）

※
軽
装
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

持
参

申
込
・
問
合
せ
／
総
合
型
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ 

サ
ン
ビ
ス
カ
ス
沖
縄

☎
９
８
９
ー
４
６
９
５

☎
０
７
０
ー
５
４
０
２
ー
３
３
２
１

（
担
当
直
通
）

【
各
教
室
共
通
】

問
合
せ
／
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課　

☎
９
３
２
ー
１
２
９
４

料
理
教
室
の
ご
案
内

■
キ
ッ
ズ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

子
ど
も
た
ち
が
調
理
を
行
い
、

親
子
で
試
食
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
17
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午

対
象
／
市
内
在
住
の
３
歳
か
ら
小

学
校
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も

申
込
締
切
／
10
月
８
日（
木
）午
後

３
時

■
基
礎
か
ら
学
ぶ 

男
の
料
理
講
座

　

だ
し
の
と
り
方
や
野
菜
の
切
り

方
な
ど
、料
理
の
基
礎
が
学
べ
ま
す
。

日
時
／
［
全
３
回
］
11
月
１
日
・

15
日
・
29
日
（
全
て
日
曜
日
）

午
前
10
時
～
午
後
１
時 

対
象
／
市
内
在
住
の
20
代
か
ら
50

代
の
男
性

申
込
締
切
／
10
月
22
日（
木
）

午
後
３
時

■
美
味
し
く
て
賢
い
お
つ
ま
み
講
座

　
ヘ
ル
シ
ー
な
お
つ
ま
み
を
選
ぶ
コ

ツ
が
学
べ
ま
す
。

日
時
／
10
月
30
日（
金
）

午
前
10
時
～
正
午

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

申
込
締
切
／
10
月
23
日（
金
）

午
後
４
時

※
託
児
が
必
要
な
方
は
、申
込
時

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
各
講
座
共
通
】

場
所
／
福
祉
文
化
プ
ラ
ザ　

調
理

実
習
室

定
員
／
16
人（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

受
講
料
／
無
料（
エ
プ
ロ
ン・
三
角

巾
持
参
）

申
込
・
問
合
せ
／
市
民
健
康
課　

健
康
推
進
係

内
線（
２
２
４
１
～
２
２
４
３
）

第20回クリーンデーin沖縄市
～クリーンで住みよい街づくり～

問合せ／環境課 クリーン係内線（2223～2226）　または各自治会事務所

日時／１１月８日（日）午前９時～１１時
場所／各自治会地域内　参加対象／市民及び市内事業者

みんなで地域清掃に
参加しましょう。

琉球ゴールデンキングス
試合日程

問合せ／沖縄バスケットボール株式会社 ☎897-7331
キングス公式サイト

http://www.okinawa-basketball.jp/

琉球ゴールデンキングスVSライジング福岡

日時／10月17日(土) 試合開始／ 午後7時
日時／10月18日（日） 試合開始／午後6時

琉球ゴールデンキングスVSバンビシャス奈良

日時／11月7日(土) 試合開始／ 午後7時
日時／11月8日（日） 試合開始／午後6時

【入　場　料】
・指定席センター　前売¥3,000（当日¥3,500）
・指定席アリーナ　前売¥2,800（当日¥3,300）
・ワイドビューエリア　前売¥2,800（当日¥3,300）
・2階自由席　（大人）前売 ¥1,800（当日¥2,000）
　　　　　　　（子供）前売 　¥900（当日¥1,000）

会場／沖縄市体育館

問合せ／FC琉球 事務局 ☎923-0547

FC琉球 試合日程FC琉球 試合日程

S自由席
前売 当日

一般：　　　  1,000円 一般：　　　  1,300円
中高・大学生：  500円 中高・大学生：  700円
小学生：　　　300円 小学生：　　　 300円

A自由席
前売 当日

一般： 　700円 一般：　　　  1,000円
中高・大学生： 300円 中高・大学生：  500円
小学生：　　　  無料 小学生：　　　   無料

FC琉球 VS FC町田ゼルビア
日時／10月25日(日)　キックオフ／午後3時

FC琉球 VS SC相模原
日時／11月8日(日)　キックオフ／午後1時

入場料

会場／沖縄県総合運動公園陸上競技場

第32回 沖縄市福祉まつり第32回 沖縄市福祉まつり

まつり会場
☎070-5276-1764（当日のみ）

問合せ／沖縄市社会福祉協議会
☎937-3385

◆フードバンクコーナー
賞味期限が1か月以上あり、常温保存可能な未開封
の食料を当日会場で募集します。　
例：お米・缶詰・乾物・インスタント食品など

内容／

日時／

場所／

福祉団体による活動発表、フードバン
クコーナー、特設ステージ（大道芸人、
福祉団体パフォーマンス、ライブ）、レ
クリエーションコーナー、フードバンク
コーナーなど
10月3日（土）午前11時～午後6時
（ステージのみ午後7時まで）
10月4日（日）午前10時～午後5時
美里公園（入場無料）

※荒天時は１０月１０日（土）・１１日（日）へ順延します
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沖縄市公式フェイスブック  https://facebook.com/City.Okinawa

沖
縄
市
立
中
央
公
民
館

11
月
講
座

沖
縄
市
I
T
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

主
催
講
座

■
初
め
て
の
日
本
舞
踊
講
座

　

日
本
舞
踊
に
関
す
る
講
話
と
、

歌
謡
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
す
。

講
師
／
貴
山 
歓
翔
玉
氏（
貴
山
流

師
範
） 

日
時
／
［
全
４
回
］
11
月
４
日
・

11
日
・
18
日
・
25
日（
全
て
水
曜
日
）

午
後
２
時
～
４
時

定
員
／
20
人

※
浴
衣
、足
袋（
靴
下
可
）を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

■
初
め
て
の
家
庭
菜
園

　

プ
ラ
ン
タ
ー
で
手
軽
に
野
菜
を

育
て
、収
穫
す
る
方
法
が
学
べ
ま

す
。

講
師
／
山
城 

哲
氏（
Ｊ
Ａ
お
き

な
わ 

中
部
地
区
営
農
振
興
セ
ン

タ
ー
）

日
時
／
11
月
10
日（
火
）

午
前
10
時
～
正
午

定
員
／
20
人

■
初
級
カ
メ
ラ
講
座

　

人
物
や
風
景
の
写
真
を
素
敵
に

撮
る
コ
ツ
が
学
べ
ま
す
。

講
師
／
今
泉 

真
也
氏（
写
真
家
）

日
時
／
［
全
３
回
］
11
月
５
日
・

12
日
・
19
日（
全
て
木
曜
日
）

午
前
10
時
～
正
午

場
所
／
実
技
：
八
重
島
公
園

座
学
：
中
央
公
民
館
研
修
室

定
員
／
15
人

託
児
／
無
料
・
要
予
約（
満
６
か
月

以
上
）

※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

【
各
講
座
共
通
】

場
所
／
沖
縄
市
立
中
央
公
民
館 

研
修
室

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初
心
者
講
座

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
本
操
作

が
学
べ
ま
す
。 

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
で
、パ
ソ

コ
ン
の
基
本
操
作
が
可
能
な
方

日
時
／［
全
５
回
］11
月
９
日（
月
）

～
13
日（
金
）午
後
７
時
～
９
時

■
ブ
ロ
グ
初
級
講
座 

　

ブ
ロ
グ
の
開
設
な
ど
に
つ
い
て
学

べ
ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
で
、パ
ソ

コ
ン
の
基
本
操
作
が
可
能
な
方

※
フ
リ
ー
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お

持
ち
の
方

日
時
／［
全
５
回
］11
月
16
日（
月
）

～
20
日（
金
）午
後
７
時
～
９
時

【
各
講
座
共
通
】

場
所
／
沖
縄
市
Ｉ
Ｔ
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

定
員
／
各
10
人（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

受
講
料
／
無
料

申
込
期
間
／
10
月
１
日（
木
）～
30

日（
金
）

申
込
方
法
／
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
所
定
用
紙
あ
り
）

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

受
講
料
／
無
料 　
※
初
め
て
の
家

庭
菜
園
講
座
の
み
材
料
費
と
し
て

１
、０
０
０
円
徴
収
あ
り

募
集
期
間
／
10
月
７
日（
水
）～
30

日（
金
）

申
込
方
法
／
電
話
受
付（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
せ
／
沖
縄
市
立
中
央

公
民
館

☎
９
３
９
ー
０
０
３
３

※
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

問合せ／市営住宅課 ☎894－6139（直通）

※条件・・・共同住宅（アパートなど）の入居者が、建物所有者の承諾を得てリフォー
ム工事を行う場合(入居者が工事費用を負担する場合）補助額は、住宅リフォーム補
助額と同額です。

住宅リフォーム補助金申請受付中
《補助金》工事費の25％又は限度額25万円
～借家・賃貸の方もお申込み頂けます～

アパートなどの共同住宅も住宅リフォーム補助金の対象となります（※条件あり）

沖縄市小口資金融資制度
　市内に事業所を有し、継続して1年以上同一事業を営む中小企業者（小規模企業
者を含む）に対して、運転資金・設備資金・転業資金等を融資しています。
　ただし、前年の1月1日までに本市の住民基本台帳に記録され、引き続き居住してい
るなどの要件があります（法人企業の代表者は市外でもかまいません）。

受 付 期 間
融 資 限 度 額
融 資 利 率
融 資 期 間
償 還 方 法
担保及び保証人

取扱金融機関

／平成27年4月6日～平成28年3月31日
／700万円
／一般小口 2.00％　特別小口 1.95％（別途保証料有）
／7年以内（据置あり）
／月賦償還
／無担保、連帯保証人は必要に応じて求める。なお、保証協会が実施
　する特別小口保証の運用あり。
／琉球銀行、沖縄銀行、沖縄海邦銀行、コザ信用金庫の市内本店　
　又は各支店

申込・問合せ／商工振興課 商業係  内線（3225）問合せ／納税課 不動産公売班 内線（3264~3275）

平成27年度 第1回 不動産公売の実施について
　沖縄市では、市税滞納者から差押えた財産の「公売」を実施いたします。公売と
は、税金に滞納があるため差押えた財産（不動産等）を売却し、その代金を滞納と
なっている税に充てるものです。※今回は沖縄県との合同公売を実施予定です。

　8月号に掲載した公売物件の内、売却区分番号「合27-沖縄1」、「合27-沖縄2」、
「合27-沖縄3」、「合27-沖縄5」「合27-沖縄6、」「合27-沖縄7」、「合27-沖縄9」に
ついては、公売中止となりました。
■公売手続きについてのご説明や公売財産の状況についての詳細は、納税課窓口に備え付
けてあります「不動産公売広報」や、市ホームページでご閲覧ください。
・公売情報は、随時更新する予定です。物件によって公売中止となる事もありますので、随
時ご確認するよう、お願いいたします。・見積価額は後日公告いたします。

日
　
　程

公売期日【入札】 １１月１０日（火）
公売場所 沖縄県中部合同庁舎　４階会議室
受付時間

１１月１０日（火）

１１月１７日（火）

午後２時から２時１５分まで
午後２時１６分から
午前１０時
午後２時

午後１時
入札時間
開札時間
売却決定の日時
買受代金納付期限

カーニバルパレード 大募集

問合せ／文化観光課 ☎937-3986（直通）

　沖縄国際カーニバル2015で開催
される「カーニバルパレード」の参加
者を募集します。募集要項や申込書
についてはお問い合せいただくか、
市のホームページをご覧ください。

開催期間／11月28日（土）・29日（日）
募集内容／パレード部門：30団体 ステージ部門：10団体
募集期間／10月中旬～11月中旬（予定）
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沖縄市役所  ☎ 939-1212　防災行政無線が電話で確認できます 0120-0978-99（無料）

＊
定
例
お
は
な
し
会

＊
休
館
日

と
し
ょ
か
ん
へ
い
こ
う
よ（
随
時
受
付
）

編
集
後
記

図
書
館
だ
よ
り

☎
９
３
２
ー

６
８
８
１

沖
縄
全
島
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
最
終
日
、
大
雨
で

中
断
す
る
も
盛
り
上
が
る
会
場
。
出
演
者
も
観

客
も
私
も
カ
メ
ラ
も
雨
に
も
負
け
ず
が
ん
ば
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
周
）

 

マ
ン
ゴ
ー
が
学
校
給
食
に
提
供
さ
れ
、
と
て
も

美
味
し
そ
う
に
食
べ
る
生
徒
た
ち
。
空
腹
感
に

襲
わ
れ
な
が
ら
取
材
。
私
の
時
代
は
マ
ン
ゴ
ー

出
な
か
っ
た
よ
。　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
加
）

 

モ
ー
タ
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
連
絡
会
議
の
取

材
。
県
内
で
各
競
技
を
牽
引
す
る
団
体
の
代
表

者
が
一
堂
に
会
す
る
の
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
話
し
合
う
11
月
３
日
の
モ
ー

タ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
楽
し
み
。　

  

（
川
）

公
休
日
・
毎
週
月
曜
日
・
第
４
木
曜
日（
館
内

整
理
日
）・
年
始
年
末
は
お
休
み
で
す
。

10
月
５
日（
月
）、12
日（
月
）、13
日（
火
：
振

替
休
）、19
日（
月
）、22
日（
館
内
整
理
日
）、

26
日（
月
）　　

絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

対
象
…
幼
稚
園
・
保
育
園
な
ど
の
団
体

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
（
素
話
）
を
主
と
し
た

お
は
な
し
会
（
30
分
程
度
）
と
合
わ
せ
て
絵

本
や
紙
芝
居
の
貸
出
を
行
って
い
ま
す
。

日
程
は
調
整
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

・
も
り
い
ち
ば
ん
の
お
と
も
だ
ち
（
絵
本
）

・
お
ち
ゃ
の
じ
か
ん
に
き
た
と
ら
（
絵
本
）

10
月
10
日
（
土
）
午
後
３
時

・
マ
ー
シ
ャ
と
く
ま
（
絵
本
）

・
し
ろ
く
ま
ち
ゃ
ん
の
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
（
絵
本
）

10
月
17
日
（
土
）
午
後
３
時

（
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
い
ゆ
い
）

・
ぴ
ー
か
ー
ぶ
ー
！
（
絵
本
）

・
い
も
い
も
ほ
り
ほ
り
（
絵
本
）

10
月
24
日
（
土
）
午
後
３
時

10
月
は
、
市
県
民
税
3
期
分
・
介
護
保
険
料
5
期
分
・
国
民
健
康
保
険
料
4
期
分
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
4
期
分
の
納
期
で
す
。
納
期
限
及
び
口
座
振
替
日
は
11
月
2
日
！
前
日
ま
で
に
残
高
確
認
を
!!

福
祉
文
化
プ
ラ
ザ 

講
座
案
内

沖
縄
市
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
主
催
講
座

■
フ
ォ
ト
ム
ー
ビ
ー
制
作
講
座

（
Ｍ
ａ
ｃ
ｉ
ｎ
ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
）

　

自
分
で
撮
影
し
た
写
真
を
使

い
、Ｂ
Ｇ
Ｍ
や
コ
メ
ン
ト
付
き
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
し
ま

す
。

日
時
／［
全
８
回
］11
月
９
日（
月
） 

～
18
日（
水
） （
土
日
を
除
く
）

午
後
７
時
～
９
時

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
で
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

定
員
／
10
人（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

■
ワ
ー
ド・エ
ク
セ
ル
中
級
講
座

　
ワ
ー
ド
で
案
内
文
な
ど
の
作
成
、

エ
ク
セ
ル
で
は
グ
ラ
フ
の
作
成
な

ど
が
学
べ
ま
す
。

日
時
／［
全
10
回
］11
月
９
日（
月
） 

～
20
日（
金
）（
土
日
を
除
く
）

午
後
７
時
～
９
時

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
で
ワ
ー

ド
・エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
が
で
き

る
方

定
員
／
20
人（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

【
各
講
座
共
通
】

場
所
／
沖
縄
市
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー

受
講
料
／
無
料

申
込
期
間
／
10
月
14
日（
水
） 

～ 

■
ワ
ー
ド・エ
ク
セ
ル
入
門
講
座

期
間
／
11
月
２
日
～
30
日（
月
・
水

ワ
ー
ド
／
火
・
木
エ
ク
セ
ル
）

時
間
／
午
前
９
時
～
正
午

定
員
／
10
人（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
。10
月
の
最
終
週
に
受
講

決
定
者
へ
連
絡
）

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
来
訪

■
一
般
就
労
支
援
講
座

日
時
／
毎
週
月
～
木
曜
日

午
後
１
時
～
４
時

申
込
方
法
／
電
話
受
付

※
受
講
日
な
ど
に
つ
い
て
は
面
談

の
う
え
決
定

【
各
講
座
共
通
】

対
象
／
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の

方（
文
字
入
力
・マ
ウ
ス
操
作
が
で

き
る
方
）

受
講
料
／
無
料

※
筆
記
用
具
持
参
・マ
ニ
ュ
ア
ル
貸

出
・
施
設
内
の
パ
ソ
コ
ン
使
用

（
パ
ソ
コ
ン
持
込
み
相
談
可
）

申
込
／
随
時　

※
午
前
９
時
～
正

午
、午
後
１
時
～
５
時（
土
日
・
祝

日
を
除
く
）

申
込
・
問
合
せ
／
沖
縄
市
福
祉
文

化
プ
ラ
ザ

☎
９
３
０
ー
１
６
９
２

11
月
４
日（
水
）

申
込
方
法 

／
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
所
定
用
紙
あ
り
）

申
込･

問
合
せ
／
沖
縄
市
テ
レ

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

☎
９
２
９
ー
３
８
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
９
２
９
ー
３
８
８
９

※
午
前
９
時
～
午
後
９
時（
土
曜
・

祝
日
は
休
室
、日
曜
日
は
午
後
５
時

ま
で
）

申
込･

問
合
せ
／
沖
縄
市
Ｉ
Ｔ

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ☎

９
２
９
ー
０
３
３
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
９
２
９
ー
０
３
４
０

※
午
前
９
時
～
午
後
９
時（
土
曜

日
は
午
後
５
時
ま
で
。日
曜
・
祝
日

は
休
室
）

申込・問合せ／沖縄市青少年センター
☎930-1336　FAX：933-1350

沖縄市青少年センター主催

「宇宙の学校」受講生募集

日 時

場 所
対 象
受 講 料

定 員

申込期間
申込方法

共 催

[全2回]・11月14日（土）
　　　 ・12月5日（土）午後2時
諸見小学校 体育館
小学1年から3年生の親子
無料（ただし、2日分の実験費用と
して1,000円徴収あり）
親子40組（２日間とも参加できる
親子）
10月8日（木）～21日（水）
電話またはFAX（FAXは所定用紙
あり）※所定用紙は、4月に市内小
学校の対象学年児童に配布してい
ます。また、市のホームページから
もダウンロードできます。
J A X A（ 宇 宙 教 育 センタ ー ）、
KU-MA（子ども・宇宙・未来の会）

　宇宙のことや、日常で起こるふしぎなことなど
を親子で楽しく学べる講座です。熱気球を飛ば
す実験や、手作りロケット制作などがあります。

／

／
／
／

／

／
／

／

思春期
子育て講座

申込・問合せ／教育委員会 生涯学習課 内線（2744）

■パソコン・スマホだけじゃない危険なネットの入口
《昼の部》

　講師／川満 隆氏（eネットキャラバン）
　日時／10月29日（木）午前10時～正午
《夜の部》

　講師／高宮城 修氏（ネットいじめパトロール隊）
　日時／10月30日（金）午後7時～9時

■どう伝える？「性のはなし」県内の児童生徒の現状から
《昼の部》

　講師／笹良 秀美氏（助産師・思春期保健相談士）
　日時／11月12日（木）午前10時～正午
《夜の部》

　講師／笹良 秀美氏（助産師・思春期保健相談士）
　日時／11月19日（木）午後7時～9時

【各講座共通】
※昼の部・夜の部のどちらかにお申込みください。
場所／社会福祉センター（男女共同参画センター）会議室
対象／市内在住・在勤の小中高校生を持つ保護者及び
　　　関心のある方
定員／30人（定員に達し次第締切）
受講料／無料
申込締切／各講座実施日の2週間前まで
　　　　　午前8時30分～午後5時（土日・祝日を除く）

　思春期の多感な子ども達の心の
変化に対応できるように、保護者を
対象にした講座を開設します。

生ごみ処理容器機購入補助制度
利用者募集

申請・問合せ／
環境課 クリーン係 内線（2225）

資格要件／
申請方法／

環境課へお問い合わせください。
販売指定店（※）で商品を決め、購入す
る前に申請書及び見積書などを環境
課へ提出してください。

【注意事項】　
・販売指定店以外で商品を購入した場合は、補助金
の交付を受けることはできません。
・申請書は、必ず商品購入前に本人又は、本人から委
任を受けた販売指定店の方が提出してください。購
入後の受付はできません。
・取扱商品については販売指定店へお問い合せくだ
さい。

生ごみ処理容器機を購入する方へ補助金を交付し
ます。※予定台数に到達次第終了します。

※販売指定店については環境課へお問い合わせください。

予定台数 補助金額

約２０台 購入額の半額
上限3万円

約１０台

処理機

処理容器
(コンポスト)

購入額の半額
上限3千円
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若者達の情熱がほとばしる!!

マイナンバー通知のお知らせマイナンバー通知のお知らせ

第60回 沖縄全島エイサーまつり第60回 沖縄全島エイサーまつり
沖縄市電話催告センター開設沖縄市電話催告センター開設

今月の人・わったーじちくゎい今月の人・わったーじちくゎい

お知らせお知らせ

2～3

4

5

6・7

8・9

フォトニュース・話題フォトニュース・話題

10

全国学力・学習状況調査結果全国学力・学習状況調査結果

沖縄市民平和の日記念行事沖縄市民平和の日記念行事

13

14～19

　60回目の節目となる沖縄全島エイサーまつり。昭和
31（1956）年の全島エイサーコンクールが起源となる。
時代が流れても、今も変わらぬ若人の情熱あふれる勇
壮なエイサーは、これからも受け継がれていく。


